
「
欠
史
八
代
」
に
つ
い
て
（
上
）

前
之
園
　
亮

一

「欠史八代」について

は
じ
め
に

　
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
よ
り
出
土
し
た
鉄
剣
の
銘
文
の
発
見
は
、
い
わ

ゆ
る
「
欠
史
八
代
」
　
（
以
下
八
代
と
略
称
す
る
）
の
実
在
性
に
つ
い
て

改
め
て
大
き
な
関
心
を
呼
び
お
こ
し
た
。
そ
れ
は
銘
文
中
の
「
意
冨
比

脆
」
な
る
人
名
が
、
第
八
代
孝
元
天
皇
の
皇
子
大
砒
古
（
大
彦
）
と
い

う
『
記
紀
』
の
人
名
と
一
致
し
、
両
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
公
算
が
低

く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
銘
文
の
意
冨
比
脆
を
『
記
紀
』
の
大
砒

古
と
同
一
人
物
と
み
な
し
て
、
皇
統
譜
の
信
愚
性
や
八
代
の
実
在
を
強

調
す
る
意
見
が
現
わ
れ
て
い
る
。
私
も
意
冨
比
脆
す
な
わ
ち
大
砒
古
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
皇
統
譜
上
そ
の
父

と
い
わ
れ
る
孝
元
天
皇
の
実
在
、
ひ
い
て
は
八
代
の
実
在
ま
で
も
証
明

で
き
る
論
拠
と
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
小
論
で
は
、
こ
う
し
た
問
題

も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
　
「
欠
史
八
代
」
の
和
風
謹
号
の
考
察
を
中
心

に
、
后
妃
、
宮
居
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
そ
の
前
に
先
学
の
諸
説
を
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
八
代
に

つ
い
て
の
諸
説
は
、
A
肯
定
説
、
B
否
定
説
、
C
一
部
肯
定
説
、
D
神

名
説
の
四
つ
に
分
類
で
き
よ
う
。
A
の
肯
定
説
は
、
八
代
の
可
信
性
を

否
定
的
に
み
る
に
は
お
よ
ぼ
な
い
と
い
う
意
見
か
ら
、
積
極
的
に
認
め

よ
う
と
す
る
説
ま
で
幅
が
広
い
。
た
と
え
ば
、
坂
本
太
郎
氏
（
『
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

史
概
説
』
上
）
、
庄
司
浩
氏
（
「
帝
紀
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
）

な
ど
は
、
八
代
の
帝
紀
の
構
成
形
態
が
か
な
り
特
異
な
性
格
を
有
し
て

い
る
の
で
、
八
代
に
は
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

る
。
こ
れ
は
か
な
り
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
押
し
進

め
て
、
神
武
お
よ
び
八
代
の
実
在
を
積
極
的
に
主
張
す
る
の
が
後
者
の

説
で
あ
り
、
葛
城
王
朝
説
を
唱
え
る
鳥
越
憲
三
郎
氏
（
『
神
々
と
天
皇

の
間
』
）
の
説
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
林
屋
辰
三
郎
氏
（
『
日
本
の
古
代

文
化
』
）
も
、
葛
城
王
系
は
開
化
天
皇
の
代
に
崇
神
天
皇
に
よ
っ
て
大

和
を
追
わ
れ
て
南
山
城
へ
退
居
し
た
が
、
そ
の
後
窩
は
難
波
に
進
出
し

て
応
神
王
朝
を
開
い
た
と
い
わ
れ
る
。
最
近
で
は
、
田
中
卓
氏
（
『
古
代

1



天
皇
の
秘
密
』
）
が
、
荷
稲
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
を
論
拠
に
し
て
、

『
記
紀
』
の
八
代
の
系
譜
の
信
愚
性
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
B
の
否
定
説
は
、
大
正
一
三
年
の
津
田
左
右
吉
（
『
古
事
記
及
日
本

書
紀
の
研
究
』
）
の
見
解
に
み
ら
れ
る
。
津
田
は
仲
哀
天
皇
以
前
の
歴
代

の
名
は
実
名
で
は
な
く
、
欽
明
朝
頃
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

述
べ
て
い
る
。
津
田
は
八
代
の
実
在
性
に
つ
い
て
は
直
接
ふ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
実
在
を
疑
っ
て
い
る
よ
う
に
受
け
と
れ
る
。
つ
い
で
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
〇
年
に
肥
後
和
男
氏
（
「
大
和
閾
史
時
代
の
一
考
察
」
）
は
、
八
代
は

古
代
的
思
想
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
八
代
の
詮
号
の
下
半
部

の
ス
キ
ト
モ
、
フ
ト
ニ
、
オ
ホ
ヒ
ヒ
な
ど
も
実
名
や
古
伝
で
は
な
く
、

県
主
系
の
后
妃
記
事
も
史
実
と
し
て
信
用
し
が
た
い
こ
と
な
ど
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
戦
後
ま
も
な
く
、
長
野
正
氏
（
「
帝
紀
構
成
上
の
傾
向
と

　
　
　
（
3
）

そ
の
問
題
」
）
は
、
八
代
の
詮
号
・
后
妃
・
皇
居
な
ど
の
差
異
に
着
目

し
て
前
五
代
と
後
三
代
と
に
分
け
、
ま
ず
前
五
代
が
つ
く
ら
れ
、
の
ち

に
後
三
代
と
接
合
さ
れ
た
こ
と
を
か
な
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
。
つ
い

で
水
野
祐
氏
（
『
調
日
本
古
代
王
朝
史
論
序
説
』
）
は
、
和
風
詮
号
の
研
究

に
も
と
つ
い
て
、
八
代
の
設
号
に
は
タ
ラ
シ
ピ
コ
・
ヤ
マ
ト
ネ
コ
な
ど

七
・
八
世
紀
の
天
皇
の
詮
号
に
使
わ
れ
て
い
る
美
称
が
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
、
八
代
の
詮
号
は
天
武
朝
以
後
の
創
作
で
あ
る
と
論
じ
、
さ
ら
に

『
記
』
の
崩
年
干
支
の
有
無
に
注
目
し
て
、
推
古
天
皇
ま
で
の
三
三
代

の
う
ち
、
八
代
を
含
む
一
五
人
の
天
皇
に
は
崩
年
干
支
の
記
載
が
な
い

の
で
、
こ
の
一
五
人
の
天
皇
は
架
空
の
天
皇
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
笠
井
倭
人
氏
（
「
記
紀
系
譜
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
）
は
、
　
『
記

紀
』
の
婚
姻
形
態
に
注
目
し
、
開
化
以
前
の
皇
統
譜
は
天
武
朝
の
婚
姻

形
態
を
土
台
に
し
て
創
代
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
、
小
川
徹
氏
（
「
記
紀
開
化
以
前
八
代
系
譜
の
成
立
」
）
は
、
八
代
の

系
譜
は
前
二
代
と
後
六
代
の
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
、
六
世
紀
中

葉
に
前
者
に
後
者
が
接
合
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
史
実
性

か
ら
は
ほ
ど
遠
い
と
結
論
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
次
に
直
木
孝
次
郎
氏
（
「
県
主
と
古
代
の
天
皇
」
）
は
、
畿
内
の
県
・

県
主
と
同
じ
名
の
皇
子
・
皇
女
が
天
武
朝
に
多
い
こ
と
を
論
拠
に
し

て
、
内
廷
と
関
係
の
深
い
県
主
と
天
皇
家
と
の
乳
母
関
係
が
、
県
主
系

出
身
が
大
部
分
を
占
め
る
八
代
の
后
妃
記
事
に
反
映
さ
れ
た
と
主
張
さ

れ
、
井
上
光
貞
氏
（
『
神
話
か
ら
歴
史
へ
』
日
本
の
歴
史
1
）
は
、
八

代
の
論
号
の
上
半
部
の
ヤ
マ
ト
ネ
コ
な
ど
は
八
世
紀
初
頭
に
つ
く
ら

れ
、
下
半
部
の
フ
ト
ニ
・
ク
ニ
ク
ル
な
ど
も
実
名
で
は
あ
り
え
ず
、
八

代
は
帝
紀
の
で
き
た
継
体
－
欽
明
朝
に
創
作
さ
れ
た
天
皇
で
あ
り
、

『
記
紀
』
編
纂
の
こ
ろ
に
も
う
一
度
荘
重
化
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。

最
近
で
は
、
原
島
礼
二
氏
（
『
神
武
天
皇
の
誕
生
』
）
が
、
八
代
の
詮
号

は
五
行
説
と
識
緯
説
と
を
も
と
に
し
て
『
記
紀
』
編
纂
時
に
造
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
后
妃
記
事
も
首
皇
子
（
聖
武
天
皇
）
の
立
太
子
を
達

成
す
る
た
め
に
、
藤
原
氏
よ
り
下
位
身
分
の
県
主
系
の
后
妃
所
生
の
皇

子
で
も
天
皇
に
な
っ
た
八
代
の
系
譜
を
創
作
し
て
、
新
興
貴
族
の
藤
原

氏
所
生
の
首
皇
子
の
立
太
子
の
正
し
さ
を
国
家
の
正
史
の
中
で
主
張
す

る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
見
解
を
提
示
さ
れ
て
お
り
、
小
林
敏
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

氏
（
「
所
謂
『
欠
史
八
代
』
に
お
け
る
県
主
后
妃
記
載
」
）
は
、
后
妃
記
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「欠史八代」について

載
は
服
属
型
神
婚
説
話
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
現
実
の
婚
姻
関
係
を

反
映
し
た
も
の
で
な
く
、
天
武
・
持
統
朝
こ
ろ
に
『
記
紀
』
に
定
着
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
C
の
一
部
肯
定
説
に
つ
い
て
述
べ
る
。
上
田
正
昭
氏
（
『
大
王
の
世

紀
』
日
本
の
歴
史
2
）
は
、
八
代
と
は
い
っ
て
も
、
前
五
代
と
後
三
代

と
で
は
詮
号
・
后
妃
・
宮
居
な
ど
の
面
で
明
ら
か
に
差
異
が
み
と
め
ら

れ
る
こ
と
を
重
視
し
、
そ
れ
は
『
記
紀
』
編
纂
時
に
す
べ
て
を
恣
意
的

に
造
作
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
差
異
の
生
ず
る
に
至
っ
た
原
伝
承

・
原
記
録
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
上
田
説

を
八
代
の
す
べ
て
を
虚
構
と
は
み
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
読
み
と
る

と
、
一
部
肯
定
説
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
上
田

氏
は
八
代
の
な
か
に
実
在
可
能
な
天
皇
も
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

言
は
し
て
い
な
い
。
次
に
黛
弘
道
氏
（
「
古
代
王
朝
交
代
論
」
）
は
、
八

代
の
詮
号
の
な
か
に
は
ス
キ
ト
モ
、
フ
ト
ニ
、
ク
ニ
ク
ル
、
オ
ホ
ヒ
ヒ

な
ど
実
名
ら
し
い
も
の
や
、
カ
ム
ヌ
ナ
カ
バ
ミ
ミ
、
シ
キ
ツ
ピ
コ
タ
マ

テ
、
、
、
、
・
、
・
マ
ツ
ピ
コ
カ
ヱ
シ
ネ
な
ど
、
実
名
を
も
と
に
し
た
よ
り
素
朴

な
詮
号
と
み
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
八
代
を
全
く
架
空

と
し
て
、
等
し
な
み
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
田
氏
が
指
摘
さ
れ

た
よ
う
に
、
内
容
を
吟
味
し
て
八
代
の
間
に
差
異
を
認
め
、
実
在
の
可

能
性
あ
る
天
皇
を
認
め
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
架
空
の
天
皇
も
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
と
り
あ
わ
せ
て
系
譜
に
記
す
と
き
、
七
世
紀
以

後
の
知
識
で
、
父
子
直
系
相
続
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
論
じ
ら
れ
た
。
黛

説
は
肯
定
説
に
み
ら
れ
が
ち
な
無
批
判
的
面
、
否
定
説
に
み
ら
れ
が
ち

な
武
断
的
面
を
排
除
し
て
、
慎
重
に
組
立
て
ら
れ
た
論
で
あ
る
だ
け

に
、
説
得
性
に
富
む
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
D
の
神
名
説
に
う
つ
る
。
岡
田
精
司
氏
（
「
記
紀
神
話
の
成
立
」
）
は
、

八
代
の
詮
号
は
通
説
の
よ
う
に
七
世
紀
後
半
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な

く
、
古
い
時
期
に
何
ら
か
の
神
観
念
や
神
名
な
ど
を
も
と
に
し
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
孝
昭
の
カ
ヱ
シ
ネ
は
す
ぐ
れ
た
稲
を
讃
え
た
名

で
あ
り
、
孝
安
の
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
は
そ
の
兄
ア
メ
オ
シ
タ
ラ
シ
ピ
コ
と

な
ら
べ
る
と
天
オ
シ
・
国
オ
シ
と
な
り
神
話
的
命
名
が
感
じ
ら
れ
、
孝

霊
の
フ
ト
ニ
の
フ
ト
は
フ
ト
マ
ニ
な
ど
の
宗
教
的
な
用
語
に
冠
せ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
孝
元
の
ク
ニ
ク
ル
は
国
引
ぎ
神
話
を
思
わ
せ
る
の

で
、
八
代
の
詮
号
は
神
名
と
し
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

れ
た
。
近
年
、
鈴
鹿
千
代
乃
氏
（
「
『
欠
史
八
代
』
の
意
義
」
）
は
、
八

代
の
詮
号
に
国
生
み
神
話
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
鈴
鹿
説
も
神
名
説
の
一
つ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
神
名
説
は
否
定
説
の
一
部
に
含
め
る
こ
と
も
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
両
者
は
根
本
的
に
異
な
っ
た
見
解
で
あ

る
。
否
定
説
は
、
八
代
は
架
空
の
天
皇
す
な
わ
ち
架
空
の
人
間
で
あ
る

と
み
て
い
る
の
に
く
ら
べ
、
神
名
説
で
は
八
代
は
神
々
の
一
部
と
考
え

て
い
る
。
つ
ま
り
前
者
は
八
代
を
架
空
と
は
い
い
つ
つ
も
人
間
的
存
在

と
理
解
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
八
代
を
神
的
存
在
で
あ
る
と
観

じ
て
い
る
点
が
根
本
的
に
違
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
名
説
は
否

定
説
と
一
線
を
画
す
る
一
説
と
し
て
区
分
で
き
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か

ら
述
べ
よ
う
と
す
る
愚
見
は
神
名
説
に
立
っ
て
い
る
。
神
武
お
よ
び
八

3



代
は
、
古
い
神
名
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
神
的
存
在
で
あ
り
、
精
霊

や
神
々
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
立
つ
と
、
そ
の
謹
号
、
后
妃

（
そ
の
名
前
特
色
や
県
主
系
が
多
い
と
い
う
特
徴
）
、
宮
居
（
葛
城
に

集
中
し
て
い
る
と
い
う
特
微
）
な
ど
の
問
題
を
か
な
り
合
理
的
に
説
明

で
き
る
。

　
従
来
の
諸
説
は
、
八
代
を
実
在
の
天
皇
（
人
間
）
、
も
し
く
は
架
空

の
天
皇
（
架
空
の
人
間
）
と
い
う
枠
の
な
か
だ
け
で
論
じ
て
い
た
が
、

小
論
で
は
「
欠
史
八
代
」
す
な
わ
ち
天
皇
（
人
間
）
と
い
う
固
定
観
念

の
枠
を
と
り
払
っ
て
、
八
代
を
精
霊
や
神
々
の
世
界
に
連
れ
出
し
、
精

霊
の
仲
間
・
神
々
の
一
部
と
し
て
観
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

和
風
謹
号

　
ま
ず
、
和
風
詮
号
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
れ

ま
で
の
詮
号
の
研
究
は
、
水
野
氏
の
研
究
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
詮
号
を
ア
メ
、
ト
ヨ
、
ピ
コ
、
ワ
ケ
、
ヤ
マ
ト
ネ
コ
、
タ
ラ
シ
な

ど
の
構
成
要
素
別
に
分
類
し
、
そ
れ
に
も
と
つ
い
て
歴
代
の
詮
号
を
相

互
に
比
較
検
討
す
る
と
い
う
方
法
が
主
流
を
占
め
て
ぎ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
は
勝
れ
た
方
法
で
あ
る
が
、
詮
号
と
い
う
枠
の
な
か
だ
け
で
の
考

察
に
と
ど
ま
り
、
他
の
人
名
と
の
比
較
検
討
が
十
分
で
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
天
皇
の
詮
号
と
い
え
ど
も
、
古
代
人
の
人
名
か
ら
超
越

し
た
存
在
で
は
な
く
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
詮
号
も
古
代
の
人
名
の

一
つ
と
し
て
、
他
の
多
く
の
人
名
の
特
徴
と
較
べ
な
が
ら
観
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
な
か
で
も
神
代
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
開
化
以
前
の
九

代
の
詮
号
は
、
神
名
と
の
比
較
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

一
　
神
武
天
皇
と
八
代
の
詮
号
の
特
徴

（　
神
武
か
ら
開
化
ま
で
の
九
代
は
、
神
代
と
の
紐
帯
が
濃
厚
に
残
存
し

て
お
り
、
そ
の
点
崇
神
以
下
の
歴
代
と
一
線
を
画
す
る
存
在
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
左
の
系
図
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
の
系
図
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
神
武
は
綿
津
見
神
の
外
孫
、
鞍

靖
は
三
島
溝
撮
耳
神
の
曽
孫
に
し
て
大
物
主
神
（
『
紀
』
で
は
事
主
代

神
）
の
外
孫
、
安
寧
は
事
代
主
神
の
外
孫
、
諮
徳
は
事
代
主
神
の
曽
孫

と
い
う
ふ
う
に
、
第
一
代
か
ら
第
四
代
ま
で
は
系
譜
的
に
神
代
と
直
結

し
て
い
る
。
神
武
と
繧
靖
の
詮
号
に
「
カ
ム
」
と
い
う
神
的
存
在
を
意

味
す
る
語
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
神
の
孫
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特
微
は
、
今
さ
ら
強
調
す
る
ま
で
も
な
く
し
ば

し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
左
の
系
図
の
な
か
に
は
そ
れ

以
外
に
も
次
の
よ
う
な
重
要
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　
神
武
ホ
ホ
デ
ミ
、
鞍
靖
ヌ
ナ
カ
バ
ミ
ミ
、
安
寧
タ
マ
テ
ミ
の
ミ
（
甲

類
）
や
ミ
ミ
（
甲
類
）
、
孝
昭
カ
ヱ
シ
ネ
、
孝
霊
フ
ト
ニ
の
ネ
や
二
、

開
化
オ
ホ
ヒ
ヒ
の
ヒ
（
甲
類
）
は
、
い
ず
れ
も
神
名
の
末
尾
に
も
付
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ミ
、
ミ
ミ
、
ネ
、
二
、
ヒ
な
ど
、
名
の
末
尾
に

つ
い
て
い
る
語
に
注
目
す
る
と
、
神
武
以
下
九
代
は
、
神
代
と
一
つ
づ

き
の
系
譜
の
な
か
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（
酪
徳
の
ス

キ
ト
モ
の
ト
モ
は
ツ
ミ
の
音
転
と
み
れ
ば
、
ミ
を
含
む
例
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
）
。
孝
安
の
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
と
孝
元
の
ク
ニ
ク
ル
に
は
、
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〔
系
図
1
〕

「欠史八代」にっいて

（
高
木
神
）

高
御
゜
産
巣
日

大
山
津
見

木
花
之
佐
久
夜
毘
売

神
日
本
磐
余

彦
火
火
出
見

事
代
主
－
鴨
王
－
淳
名
底
仲
媛
（
『
紀
』
）
④
慾
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倭
日
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
友
（
ツ
ミ
）

師
木
津
日

子
玉
手
見

　
　
　
五
十
鈴
依
媛
（
『
紀
』
）

事
代
主
（
『
記
』
は
大
物
主
）

河賦
　　登
比
　　麻

充和

大
倭
帯
日

子
国
押
人

恨
建
鵜
葺
草
不
合
葺

大
倭
根
子
日

子
賦
斗
逓

大
倭
根
子
日

子
国
玖
琉

若
倭
根
子
日

子
大
毘
毘
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ミ
。
ネ
ヒ
な
ど
は
含
ま
れ
て
は
な
い
が
、
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
・
ク
ニ
ク
ル

は
国
生
み
神
話
や
国
引
き
神
話
が
内
包
さ
れ
た
名
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
神
武
と
八
代
の
詮
号
の
末
尾
や
下
半
部
に
は
、
神
名
に

特
有
な
語
ま
た
は
神
話
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
崇
神
以
下
の
歴
代

の
認
号
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
神
武
と
八
代
の

謹
号
は
、
人
名
風
で
あ
る
と
い
う
よ
り
神
名
風
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
八
代
の
謹
号
は
神
名
と
し
て
再

検
討
す
べ
し
、
と
い
う
岡
田
氏
の
提
言
は
ま
さ
に
至
当
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

⇒
　
神
武
天
皇
の
設
号

（　
神
武
1
1
神
倭
伊
波
礼
砒
古
、
神
日
本
磐
余
彦
火
火
出
見
（
前
が
『
記
』
、

後
が
『
紀
』
の
表
記
、
以
下
同
じ
）
、
綬
靖
1
1
神
沼
河
耳
、
神
淳
名
川

耳
、
安
寧
1
1
師
木
津
日
子
玉
手
見
、
磯
城
津
彦
玉
手
看
の
三
代
の
論
号

は
共
通
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
末
尾
に
、
・
・
と
い
う
語
が
つ
い
て

い
る
こ
と
で
あ
る
（
ミ
ミ
は
ミ
を
重
ね
て
意
味
を
強
調
し
た
語
）
。
こ
の

ミ
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
神
武
の
「
亦
名
」
と
い
う
若
御
毛
沼
・
豊

御
毛
沼
、
「
年
少
時
之
号
」
と
い
う
狭
野
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
若
御
毛
沼
、
豊
御
毛
沼
、
狭
野
の
ワ
カ
、
ト
ヨ
は
美
称
、
、
ミ
ケ
は
食

物
を
意
味
す
る
語
、
サ
は
稲
を
表
わ
す
語
で
あ
る
が
、
末
尾
の
ヌ
や
ノ

（
甲
類
）
は
い
か
な
る
謡
で
あ
ろ
う
か
。
左
表
は
名
の
末
尾
に
ヌ
、
ノ

の
つ
く
神
名
と
人
名
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
名
の
末
尾
と

い
う
意
味
は
、
神
名
や
人
名
か
ら
神
、
命
（
尊
）
、
天
皇
な
ど
の
称
号

を
と
り
除
い
た
残
り
の
部
分
の
末
尾
を
さ
す
。
ま
た
表
に
と
り
あ
げ
た

神
名
、
人
名
の
選
択
の
基
準
は
、
神
、
命
（
尊
）
、
天
皇
な
ど
の
称
号

を
と
り
除
い
て
も
、
残
り
の
部
分
で
神
名
、
人
名
と
し
て
十
分
独
立
で

き
る
も
の
だ
け
を
対
象
に
し
た
。

　
溝
口
睦
子
氏
に
よ
る
と
、
　
「
ノ
（
甲
類
）
と
ヌ
は
し
ば
し
ば
交
替
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
の
で
こ
れ
ら
は
全
て
同
一
語
と
み
て
差
支
え
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。

〔
表
1
〕
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
ヌ
と
ノ
は
多
く
神
名
の
末
尾
に
つ
い

て
い
る
。
人
名
の
末
尾
に
つ
く
場
合
で
も
、
そ
の
人
名
は
き
わ
め
て
古

い
時
代
に
分
布
し
て
お
り
、
し
か
も
天
皇
家
や
国
造
の
祖
先
の
名
で
あ

っ
て
、
人
名
と
は
い
っ
て
も
半
神
的
な
存
在
で
あ
る
。
こ
の
ヌ
、
ノ
を

は
じ
め
、
チ
、
ミ
、
ネ
、
ヌ
シ
、
タ
マ
な
ど
神
名
・
人
名
の
末
尾
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
】
）

く
語
に
つ
い
て
溝
口
氏
に
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
り
、
小
論
は
溝
口
氏
の

研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
溝
口
氏
は
、
　
ヌ
、
　
ノ
、
チ
、

ミ
、
ネ
、
タ
マ
な
ど
は
古
い
神
霊
観
や
自
然
観
を
意
味
す
る
語
で
あ

り
、
よ
り
古
い
時
代
に
は
あ
ら
ゆ
る
神
霊
観
や
自
然
観
を
「
神
」
と
い

う
概
念
で
も
っ
て
一
括
し
て
表
現
す
る
思
想
は
な
く
、
」
す
べ
て
の
神
霊

観
や
自
然
観
を
カ
ミ
と
い
う
言
葉
と
神
と
い
う
字
で
統
一
的
に
表
現
す

る
「
神
」
概
念
の
成
立
は
、
六
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
な
特
定
の
神
霊
観
や
自
然
観
を
内
包
す
る

ヌ
、
ノ
、
チ
、
ミ
、
ネ
、
タ
マ
な
ど
の
意
味
内
容
を
一
つ
一
つ
明
ら
か

に
し
、
　
「
神
」
概
念
が
新
し
い
時
代
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
論
証
さ
れ

た
溝
口
氏
の
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
問
題
の
ヌ
と
ノ
に
つ
い
て
、
講
口
氏
は
次
の
よ
う
に
述
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「欠史八代」にっいて

〔表1〕　ヌ，ノ（甲類）を末尾に含む神名・人名

〔神　　名〕

番号1
古　　事　　記 日　本　書　紀

1

2

豊雲野神 豊斜淳尊，豊組野尊，豊香節野尊
豊詔野尊，葉木国野尊，見野尊

清之湯山主三名狭漏彦八嶋篠
清之湯山主三名狭漏彦八嶋野

・1布波能母遅久獺奴神

4　布怒豆奴神

・降美豆怒神 f
・隊之冬衣神

〔記紀にみえない神名〕

・隊降天牟久怒命 陣造本細伊勢国造の祖

・隊腱結歎濃概 1神名劇出雲

〔人　　名〕

番号 古　事　記 分司 日本書紀 1分布
・陣毛沼命 神代1三毛沼命三毛入野釧神代

・陵御毛沼命 ・睡三毛野命 々

・降御毛沼命 k

4 隊野 ｝神武

5 鵡濡淳 崇　神

〔記紀にみえない人名〕

副 人 名 分司出典 備 考

・i遷狛一奴 不明陣造本紀 二方国造の祖
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〔表2〕　ミ（甲類）・ミミ（甲類）を末尾に含む神名・人名

〔神　　名〕

翻1 古　　事　　記 日　本　書　紀

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3

大山津見神

闇山津見神

正鹿山津見神

濃縢山津見神

奥山津見神

志芸山津見神

羽山津見神

原山津見神

戸山津見神

大綿津見神

底津綿津見神

中津綿津見神

上津綿津見神

意富加牟豆美命

正勝吾勝勝速日天之忍穂耳命

稲田宮主須賀之八耳神

天津日高日子穂穂手見命

八島士奴美神

布帝耳神

鳥耳神

鳥鳴海神

国忍富神

速甕之多気佐波夜遅奴美神

比比羅木之其花麻豆美神

多比理岐志麻流美神

美呂浪神

布忍富鳥鳴海神

天日腹大科度美神

大山紙神

山紙

闇山祇

正勝山祇

錐山祇

麓山祇

中山祇

少童命

底津少童命

中津少童命

表津少童命

正哉吾勝勝速日天忍穂耳尊

熊野忍踏命，熊野忍隅命

天大耳尊

稲田宮主簑狭之八箇耳

彦火火出見尊，火折彦火火出見尊

8



「欠史八代」にっいて

番号 古　　事　　記 日　本　書　紀

4
F
D
ρ
0
7

D
O
O
O
Q
り
n
j

大香山戸臣神

香山戸臣神

海神

三嶋溝掻耳神

〔記紀にみえない神名〕

翻 神 名 出　　典 備 考

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
0

3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5

御穂須須美命

都久豆美命

波多都美命

伎自麻都美命

穂高見命

天戸間見命

吾田片隅命

天櫛耳命

君積命，枳弥都弥命

天由久富命

加夜奈留美命神社

南方刀美神社

出雲風土記

　　々

々

　
録
々
氏
々

　
姓

々

々

々

　
帳
々
名
々

　
神

島根郡美保郷

島根郡

飯石郡波多郷

飯石郡来嶋郷

安曇宿禰，安曇連の祖

国造の祖

和仁古の祖

日置部の祖

大村直の祖

額田部宿禰の祖

大和国高市郡

信濃国諏訪郡

〔人　　名〕

番号1 古　　事　　記 囲 日　本　書　紀 分布

1

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1

多芸志美美命

岐須美美命

神八井耳命

神沼河耳命〔鞍靖〕

師木津日子玉手見命〔安寧〕

和知都美命

比古由牟須美命

陶津耳命

献
・
・
耀
蝉

　
化
神

々

　
開
崇

神日本磐余彦火火出見尊〔神武〕
磐余彦火火出見尊，彦火火出見尊

手研耳尊

神八井耳命

神淳名川耳尊

磯城津彦玉手看尊

息石耳命

彦湯産隅命

陶津耳

奇日方天日方武茅淳舐

神武

々

響
撃

化
神
　
　
々

開
崇

9



嗣 古　　事　　記
分布1

日　本　書　紀
1分布

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2

飯眉巣見

玖賀耳之御笠

岐比佐都美

前津見

御鎗友耳建日子

菅竈由良度美

奴理能美

神崇

々

仁
神
行

垂
応
景

神
徳
応
仁

武諸隅，大母隅

太耳，前津耳

猿大海

依網吾彦男垂見

田裳見宿禰

豊耳

崇神

垂仁

駈
勘
・
々

〔記紀に見えない人名〕

劃 人 名 1分司出典 備 考

4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3

豊御富

彦八井耳命

大賀茂都美命

大耳

垂耳

伊香刀美

味耳命

千速見命

梨富命，那志，登美命

忍凝見命

適伎都美命

武
　
神
行

　
々
　
　
　
々

神
　
崇
景

々

々

々

々

々

々

姓　氏　録

　　k

　　k
肥前風土記

　　々

近江風土記

姓　氏　録

　　々

　　々

国造本紀
　　々

吉野連の祖

茨田連等の祖

賀茂朝臣の祖

小近嶋の土蜘蛛

大近嶋の土蜘蛛

伊香郡与胡郷

久米直の祖

長谷部造の祖

川跨連の祖

筑波国造の祖

穴門国造の祖
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「欠史八代」にっいて

ら
べ
れ
て
い
る
。
　
「
ネ
と
ノ
は
何
ら
か
の
近
親
な
関
係
に
あ
る
呼
称
」

で
、
　
「
共
に
ほ
ぼ
同
時
期
、
同
地
域
の
首
長
級
の
人
達
の
呼
称
」
で
あ

り
、
　
「
ノ
は
特
に
出
雲
に
関
係
の
深
い
呼
称
」
で
あ
っ
て
、
　
「
i
ノ

神
」
は
「
自
分
達
の
首
長
を
ノ
と
よ
ぶ
人
達
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
神

　
　
　
　
　
（
1
3
）

名
」
で
あ
る
と
。
溝
口
氏
は
ノ
（
ヌ
）
が
首
長
の
呼
称
で
あ
る
こ
と
を

強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ヌ
と
ノ
は
神

名
に
つ
く
こ
と
が
多
い
の
で
む
し
ろ
神
名
に
特
有
な
語
で
、
ネ
よ
り
も

古
層
の
神
霊
観
を
表
わ
し
て
い
る
語
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
人
名
の

末
尾
の
ノ
、
す
な
わ
ち
神
武
の
亦
の
名
・
幼
名
と
い
う
、
ミ
ケ
ス
や
サ
ノ

は
、
ミ
ケ
（
食
物
）
、
サ
（
稲
）
の
精
霊
を
意
味
す
る
名
で
、
人
名
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
考
え
が
た
い
。
ミ
ケ
ヌ
と
同
名
の
神
社
（
8
筑
陽
坐
久
志
美
気
濃
神

社
）
の
存
在
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
ミ
ケ
ヌ
は
神
名
と
み
た
方
が
適
切

で
あ
る
。
た
だ
し
、
ヌ
や
ノ
が
祭
祀
性
濃
厚
な
首
長
や
巫
現
の
呼
称
と

し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
三
品
彰
英
氏
が
神
武
の
異
名
の
ミ
ケ
ヌ
・
サ
ノ
は
「
稲
作
り
に
も
と

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

つ
く
神
話
的
な
名
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ケ
ヌ
・
サ

ノ
は
何
か
穀
霊
的
な
存
在
を
表
わ
し
て
い
る
。
と
に
か
く
神
武
の
異
名

と
い
う
も
の
は
人
間
の
名
で
は
な
く
、
神
名
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
同

じ
こ
と
は
、
神
武
の
も
う
一
つ
の
異
名
で
あ
る
ホ
ホ
デ
ミ
に
つ
い
て
も

い
え
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
題
に
か
え
っ
て
、
神
武
・
緩
靖
・
安
寧
の
詮
号
に
共
有
さ

れ
て
い
る
ミ
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

　
右
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ミ
と
ミ
ミ
は
神
名
に
お
け
る
用
例
が
人

名
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
少
し
多
い
。
神
名
の
な
か
で
は
ヤ
マ
ツ
、
ミ
と
ワ

タ
ツ
ミ
の
用
例
が
特
に
多
く
、
こ
の
こ
と
は
ミ
が
山
や
海
の
自
然
観
と

深
い
関
係
に
あ
っ
た
語
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ミ
は
も
と
も

と
山
や
海
な
ど
自
然
の
精
霊
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
人
名
に
お
け
る
用
例
も
少
な
く
な
い
が
、
古
代
の
な
か
の
古
代

と
も
い
え
る
仁
徳
以
前
の
人
名
に
集
中
的
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
し
て
よ
い
。

　
こ
の
ミ
に
つ
い
て
溝
口
氏
は
、
　
「
神
秘
な
力
を
も
っ
た
も
の
、
奇
し

い
力
を
も
っ
た
も
の
、
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
の
語
」
で
、
　
「
巫
を
意

味
す
る
一
種
の
神
霊
観
」
で
あ
り
、
三
、
四
世
紀
を
中
心
と
す
る
時
代

に
各
地
の
首
長
の
称
号
と
し
て
成
立
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

　
（
1
5
）

い
る
。
氏
の
説
か
れ
た
よ
う
に
、
ミ
は
古
い
神
霊
観
を
表
わ
す
語
で
あ

る
と
同
時
に
、
人
名
の
末
尾
に
つ
い
て
首
長
の
尊
称
と
も
な
っ
て
い

る
。
1
0
陶
津
耳
（
陶
は
和
泉
国
大
鳥
郡
の
地
名
）
、
1
3
玖
賀
耳
之
御
笠

（
玖
賀
は
丹
波
国
桑
田
郡
の
地
名
）
1
5
岐
比
佐
都
美
（
岐
比
佐
は
出
雲

国
出
雲
郡
漆
沼
郷
の
地
名
）
、
3
8
伊
香
刀
美
（
伊
香
は
近
江
国
伊
香
郡
）

な
ど
、
地
名
に
ミ
や
ミ
ミ
の
つ
く
人
名
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
そ

の
土
地
の
首
長
、
支
配
者
の
尊
称
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
魏
志
』
倭
人
伝

に
投
馬
国
の
「
官
」
名
と
し
て
み
え
る
弥
弥
・
弥
弥
那
利
は
、
ミ
、
ミ

（
美
美
・
耳
）
と
同
語
と
み
て
よ
く
、
　
「
官
」
名
と
は
い
っ
て
も
実
際

は
首
長
の
尊
称
で
あ
ろ
う
。
ミ
ミ
は
三
世
紀
の
首
長
の
尊
称
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
神
武
・
繧
靖
・
安
寧
の
詮
号
の
、
ミ
、
ミ
、
ミ
は
神
名
の
末
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尾
と
し
て
の
ミ
、
ミ
ミ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
人
名
の
末
尾
と
し
て
首
長

を
意
味
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
前
老
で
あ
る
と
考
え
る
。

神
武
の
ホ
ホ
デ
ミ
、
鞍
靖
の
ヌ
ナ
カ
バ
ミ
ミ
、
安
寧
の
タ
マ
テ
ミ
が
、

「
地
名
＋
ミ
（
ミ
ミ
）
」
と
い
う
構
造
で
あ
る
な
ら
ば
、
首
長
の
名
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
が
、
ホ
ホ
デ
、
ヌ
ナ
カ
バ
、
タ
マ
テ
は

地
名
で
は
な
い
か
ら
、
首
長
名
や
人
名
と
は
み
な
し
が
た
い
の
で
あ

る
。　
ま
ず
、
神
武
の
ホ
ホ
デ
ミ
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
ホ
ホ
デ
ミ
は
神
武

の
「
諜
」
（
神
武
即
位
前
紀
）
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
は

神
日
本
磐
余
彦
火
火
出
見
尊
（
神
皇
承
運
章
、
第
二
・
第
三
の
一
書
）

と
い
う
ふ
う
に
、
あ
た
か
も
認
号
の
一
部
の
ご
と
く
扱
わ
れ
て
い
る
。

火
火
出
見
は
ホ
ホ
・
デ
・
ミ
に
分
け
ら
れ
る
。
ホ
ホ
の
ホ
は
、
火
の
意

味
で
は
な
く
、
稲
穂
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
左
の
系
図
よ
り
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ホ
を
稲
穂
と
解
す
る
と
、
先
に
述
べ
た
神
武
の
異

名
の
ミ
ケ
ヌ
・
サ
ノ
が
食
物
や
稲
の
精
霊
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
と
う

ま
く
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

〔
系
図
皿
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
天
之
忍
穂
耳
　
　
番
能
適
遍
芸
－
穂
穂
手
見
ー
フ
キ
ア
ヘ
ズ
ー

　
1
火
火
出
見
〔
神
武
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
次
に
ホ
ホ
デ
ミ
の
デ
と
は
何
か
。
火
火
出
見
の
デ
は
穂
穂
手
見
、
師

　
　
　
　
へ

木
津
彦
玉
手
見
の
テ
と
同
語
で
あ
ろ
う
。
左
表
は
テ
、
デ
を
末
尾
に
含

む
用
例
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
表
よ
り
テ
、
デ
は
神
名
に
つ
く
こ
と
は
稀
で
、
ほ
と
ん
ど
人
名

に
つ
き
、
人
名
の
テ
の
分
布
は
仲
哀
以
前
と
雄
略
以
後
に
二
分
で
き
る

が
、
後
者
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
テ
は

い
か
な
る
語
で
あ
ろ
う
か
。

　
仲
哀
以
前
の
人
名
の
テ
の
な
か
に
は
、
首
称
の
尊
称
と
し
て
の
テ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
と
　
て

含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
7
五
十
跡
手
の
テ
が
そ
れ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
い
　
と

る
。
五
十
跡
手
は
伊
観
県
主
の
祖
で
あ
り
、
そ
の
名
は
「
地
名
（
イ
ト
）

＋
テ
」
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
個
人
の
名
と
い
う
よ
り
は
伊
観

の
首
長
を
意
味
す
る
称
呼
の
よ
う
で
あ
る
。
首
長
の
称
呼
は
地
名
の
下

に
ピ
コ
や
ヒ
メ
な
ど
の
尊
称
を
つ
け
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
五

十
跡
手
の
テ
は
ま
さ
に
ピ
コ
・
ヒ
メ
な
ど
と
同
じ
尊
称
と
し
て
の
働
き

を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
邪
馬
台
国
の
「
官
」
名
で
奴
佳
鞭
と

い
う
も
の
が
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
み
え
て
い
る
が
、
奴
佳
鞭
の
「
鰻
」

は
五
十
跡
手
の
テ
と
同
じ
く
首
長
に
対
す
る
尊
称
で
あ
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
テ
は
か
な
り
古
い
時
代
に
お
け

る
首
長
の
尊
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
雄
略
以

後
の
人
名
の
末
尾
の
テ
も
尊
称
の
類
い
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ら
の
な
か

に
は
「
地
名
＋
テ
」
の
例
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
の
で
、
単
な
る
人

名
の
語
尾
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
用
例
は
非
常
に
少
な
い
が
、
神
名
の
末
尾
に
つ
け
ら
れ
た
テ
は

何
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
一
定
の
神
霊
観
を
表
わ
す
語
で
あ
ろ
う
。
1

清
之
繋
名
坂
軽
彦
八
島
手
と
い
う
神
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
神
名

は
末
尾
に
神
字
が
付
せ
ら
れ
て
い
ず
に
、
手
と
い
う
字
で
終
っ
て
い

る
。
な
ぜ
神
字
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
原
史
料
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「欠史八代」にっいて

〔表3〕　テを末尾に含む神名。人名

〔神　　名〕

翻1 古　　事　　記 日　本　書　紀

1
2
天津日高日子穗穂手見命

清之繋名坂軽彦八島手

彦火火出見尊，火折彦火火出見尊

〔人　　名〕

翻 古　　事　　記 1州 日　本　書　紀 分布

1

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4

師木津日子玉手見命〔安寧〕

息長真手王

糠代比売王

安寧

神日本磐余彦火火出見尊〔神武〕
磐余彦火火出見尊，火火出見尊

可美真手

磯城津彦玉手看尊

猪手

菟名手

五十跡手

筑紫聞物部大斧手

息長真手王

紗手媛

糠手姫皇女

酢香手姫皇女

錦手皇女

佐伯連丹経手

平群臣神手

坂本臣糠手

土師連猪手

大河内直糠手

紀臣塩手

土師連八手

和現臣君手

小墾田猪手

樟使主磐手

谷直塩手

秦造綱手

神武

轟
鞭
駈
骸
麟
雛
鋪
鍵
朋
鍛
・

々

・
勢
醐
難
・

々

々

々
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〔記紀にみらない人名〕

考備典出布分名人番号

長織部の遠祖

揖保郡

　k
　々

竣部の祖

栄井宿禰の祖

蚊屋宿禰，蚊屋忌
寸の祖

常陸風土記

播磨風土記

録
録
録

々
々
氏
氏
氏

姓
姓
姓

崇　神

応　神

八世紀

　々

　々

　々

　々

多旦命

小保互

別君玉手

衣縫猪手

腹王部犬手

麻且臣

糠手直

25

Q6

Q7

Q8

Q9

R0

R1

に
も
神
字
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
理
由

は
、
末
尾
の
テ
そ
の
も
の
が
神
霊
観
を
表
わ
す
語
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

さ
ら
に
そ
の
下
に
神
字
を
付
加
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ワ
タ
ツ
ミ
、
ヤ
マ
ツ
ミ
の
下
に
神
と
い
う
字
や
カ
ミ
と
い

う
語
が
つ
い
て
い
な
く
て
も
、
ワ
タ
ツ
ミ
、
ヤ
マ
ツ
ミ
だ
け
で
海
の
精

霊
、
山
の
精
霊
を
意
味
す
る
神
名
と
し
て
独
立
で
き
る
の
は
、
末
尾
の

ミ
自
体
が
神
霊
観
を
表
わ
す
語
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
清
之

繋
名
坂
軽
彦
八
島
手
と
い
う
神
名
に
神
字
が
つ
い
て
い
な
い
理
由
も
、

テ
そ
の
も
の
が
ミ
同
様
に
一
定
の
神
霊
観
を
表
わ
す
語
だ
か
ら
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
ホ
ホ
デ
ミ
と
い
う
神
武
の
名
は
、
稲
穂
を
意
味
す

る
ホ
ホ
の
下
に
、
神
霊
観
を
表
わ
す
テ
と
ミ
を
二
つ
重
ね
て
、
稲
穂
の

精
霊
の
力
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
要
す
る
に
、
ホ
ホ
デ

ミ
と
い
う
名
は
人
名
で
は
な
く
て
神
名
な
の
で
あ
る
。

　
神
武
に
は
ω
イ
ハ
レ
ピ
コ
、
②
ホ
ホ
デ
ミ
、
㈲
ト
ヨ
ミ
ケ
ヌ
・
ワ
カ

、
ミ
ケ
ヌ
、
㈲
サ
ノ
と
い
う
四
種
類
の
名
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
②
2
ω
に

つ
い
て
は
そ
の
名
の
末
尾
の
テ
、
ミ
、
ヌ
、
ノ
と
い
う
語
に
着
目
し

て
、
神
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
に

ω
の
イ
ハ
レ
ピ
コ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
イ
ハ
レ
ピ
コ
は
②
～
ω

の
名
に
く
ら
べ
る
と
、
か
な
り
異
質
な
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
地
名

（
イ
ハ
レ
）
＋
尊
称
（
ピ
コ
）
」
と
い
う
ふ
う
に
、
首
長
の
称
呼
に
特

有
な
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
と
も
と
イ
ハ
レ
ピ
コ
が
神
名
と

い
う
よ
り
磐
余
地
方
の
伝
説
的
な
首
長
な
い
し
は
英
雄
の
名
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
ホ
ホ
デ
ミ
、
ミ
ケ
ヌ
、
サ
ノ
の
テ
、
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ミ
、
ヌ
、
ノ
は
何
ら
か
の
神
霊
概
念
を
表
わ
す
語
で
は
あ
っ
て
も
、
男

女
の
性
別
ま
で
は
表
わ
し
て
い
な
い
の
と
違
っ
て
、
イ
ハ
レ
ヒ
コ
の
ピ

コ
と
い
う
称
号
は
、
イ
ハ
レ
ピ
コ
が
男
性
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
お

り
、
イ
ハ
レ
ピ
コ
は
ホ
ホ
デ
ミ
な
ど
に
く
ら
べ
、
は
る
か
に
人
名
風
な

名
で
あ
る
と
い
え
る
。
人
名
風
な
イ
ハ
レ
ピ
コ
と
、
神
霊
名
の
ホ
ホ
デ

ミ
、
ミ
ケ
ヌ
、
サ
ノ
は
、
も
と
も
と
無
関
係
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
が
の
ち
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
磐
余
地
方
の
伝
説
的
英
雄
イ
ハ
レ
ピ
コ
と
そ
の
物
語
を
も
と
に
七

て
、
初
代
の
天
皇
と
そ
の
建
国
の
物
語
を
形
づ
く
っ
て
い
く
過
程
で
、

大
和
や
そ
の
周
辺
の
神
話
や
伝
承
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

の
際
、
ホ
ホ
デ
ミ
、
ミ
ケ
ヌ
、
サ
ノ
と
い
う
名
の
神
の
神
話
・
伝
承
が

吸
収
さ
れ
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
神
名
が
イ
ハ
レ
ピ
コ
の
「
詳
」
、
「
亦
の

名
」
、
「
年
少
時
之
時
」
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
イ

ハ
レ
ピ
コ
は
伝
説
上
の
人
物
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
大
和
朝
廷

の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
実
在
の
首
長
で
あ
る
の
か
、
に
わ
か
に
決
し
が

た
い
問
題
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
前
者
の
可
能
性
が
強
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
神
武
の
論
号
の
頭
に
つ
い
て
い
る
カ
ム
と
い

う
語
は
、
の
ち
に
付
加
さ
れ
た
一
種
の
美
称
に
違
い
な
い
が
、
カ
ム
と

い
う
語
が
冠
さ
れ
た
わ
け
は
、
神
武
の
系
譜
が
神
代
に
直
結
し
て
い
る

と
い
う
理
由
の
ほ
か
に
、
イ
ハ
レ
ピ
コ
と
い
う
人
名
に
ホ
ホ
デ
ミ
、
ミ

ケ
ヌ
、
サ
ノ
な
ど
の
神
名
が
結
合
さ
れ
た
結
果
、
神
武
に
稲
穂
や
食
物

の
精
霊
と
し
て
の
神
的
性
格
が
一
段
と
濃
厚
に
な
っ
た
こ
と
に
理
由
す

る
の
で
あ
ろ
う
。

　三
　
綬
蜻
天
皇
の
詮
号

（　
第
二
代
鞍
靖
の
詮
号
は
神
沼
河
耳
と
い
い
、
末
尾
に
ミ
を
二
つ
重
ね

た
ミ
ミ
と
い
う
語
が
つ
い
て
い
る
。
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
ミ
、
ミ
ミ

に
は
神
名
の
末
尾
に
つ
い
て
あ
る
神
霊
観
を
表
わ
す
場
合
と
、
人
名
の

末
尾
に
つ
い
て
首
長
や
巫
硯
に
対
す
る
尊
称
と
な
っ
て
い
る
場
合
と
の

二
通
り
の
用
法
が
あ
る
が
、
鞍
靖
の
詮
号
の
ミ
ミ
は
そ
の
い
ず
れ
で
あ

ろ
う
か
。
私
は
前
者
で
あ
る
と
思
う
。
と
い
う
の
は
鞍
靖
に
水
神
的
な

性
格
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
ヌ
ナ
カ
バ
と
い
う
名
前
自
体
が
、
　
「
神
聖
な
河
」
あ
る
い
は

「
神
聖
な
泉
（
カ
バ
に
は
泉
の
意
味
が
あ
る
）
」
と
い
う
意
味
を
有
す

る
こ
と
か
ら
し
て
水
と
関
係
が
深
い
の
で
あ
る
が
、
生
母
や
曽
祖
父

も
水
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
母
は
伊
須
気
余
理
比
売
と
い

い
、
　
『
記
』
に
よ
る
と
、
そ
の
家
居
は
「
狭
井
河
の
上
」
に
あ
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。
伊
須
気
余
理
比
売
の
原
像
は
、
河
の
ほ
と
り
で
神
を

祭
り
、
神
の
子
を
生
み
育
て
る
巫
女
で
あ
ろ
う
。
母
方
の
曽
祖
父
は
三

嶋
溝
掻
耳
神
と
い
い
、
こ
れ
は
そ
の
名
か
ら
し
て
溝
の
神
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
り
、
し
か
も
鞍
靖
と
同
じ
く
ミ
ミ
を
含
ん
で
い
る
。
こ
う

し
た
母
や
曽
祖
父
の
性
格
や
語
尾
が
、
ヌ
ナ
カ
バ
ミ
ミ
と
い
う
名
に
う

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
繧
靖
は
神
武
と
親
子
関

係
に
結
ば
れ
る
以
前
に
、
三
嶋
溝
概
耳
神
と
の
系
譜
関
係
を
有
し
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
繧
靖
に
水
神
的
な
性
格

が
濃
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ヌ
ナ
カ
バ
ミ
ミ
の
ミ

ミ
は
首
長
の
尊
称
で
は
な
く
、
聖
な
る
河
な
い
し
は
泉
の
精
霊
を
意
味
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、

す
る
語
で
あ
る
。
な
お
、
ヌ
ナ
カ
バ
ミ
ミ
の
上
に
冠
さ
れ
て
い
る
カ
ム

は
、
神
秘
性
を
強
調
す
る
美
称
で
あ
る
が
、
カ
ム
が
付
加
さ
れ
た
わ
け

は
、
綬
靖
自
身
が
河
の
精
霊
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
ほ
か
に
、
大
物
主

神
（
『
紀
』
で
は
事
代
主
神
）
の
孫
、
三
嶋
溝
微
耳
神
の
曽
孫
と
し
て
、

神
代
に
直
結
し
た
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
要
す
る

に
、
ヌ
ナ
カ
バ
ミ
ミ
は
人
名
で
は
な
く
、
神
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の

神
名
の
上
に
カ
ム
と
い
う
一
種
の
美
称
が
付
用
さ
れ
て
綬
靖
の
詮
号
は

形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
鞍
靖
の
詮
号
は
カ
ム
と
い
い
ヌ
ナ
カ
バ

ミ
ミ
と
い
い
、
九
代
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
神
名
臭
の
残
る
詮
号
と
い

え
る
。

⑳
　
安
寧
天
皇
の
詮
号

（　
第
三
代
安
寧
の
詮
号
は
師
木
津
日
子
玉
手
見
、
磯
城
津
彦
玉
手
看
で

あ
る
。
ま
ず
下
半
部
の
タ
マ
テ
ミ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
こ
れ
は
神
武

の
ホ
ホ
デ
ミ
（
ホ
ホ
・
デ
・
ミ
）
と
同
じ
く
、
タ
マ
・
テ
・
ミ
と
い
う

三
つ
の
語
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
タ
マ
テ
と
ミ
の
二
語
で

構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
本
居
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』

（
巻
二
一
）
の
な
か
で
、
　
「
玉
手
は
、
今
河
内
国
安
宿
郡
に
、
玉
手
村

玉
手
山
あ
り
、
此
地
名
な
る
べ
し
…
…
大
和
国
葛
上
郡
に
も
、
玉
手
岡

あ
り
、
孝
安
天
皇
の
御
陵
地
な
り
、
さ
れ
ど
其
処
に
は
非
じ
、
見
は
耳

と
同
く
て
尊
称
な
り
…
…
又
此
御
名
、
玉
は
美
称
に
て
、
手
見
は
、
日

子
穂
々
手
見
な
ど
の
手
見
か
と
も
思
は
る
れ
ど
も
、
是
は
然
に
は
あ
ら

じ
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
原
島
氏
が
「
タ
マ
テ
は
地
名

と
も
み
ら
れ
る
が
そ
の
父
や
伯
父
の
名
か
ら
考
え
て
、
タ
マ
は
玉
、
テ

は
麻
て
・
に
ぎ
て
な
ど
と
同
じ
で
、
結
局
タ
マ
テ
日
玉
類
・
玉
で
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ら
れ
た
も
の
と
い
う
美
称
と
す
べ
き
だ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
私

は
宣
長
の
地
名
説
は
原
島
氏
が
批
判
さ
れ
た
ご
と
く
、
成
立
し
が
た
い

と
考
え
る
が
、
そ
れ
で
は
原
島
説
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
上
代
編
の
「
て
」
の
項
を
開
い
て

み
る
と
、
　
「
て
　
接
尾
語
。
…
…
⑤
も
の
の
あ
り
方
・
種
類
（
材
料
・

産
地
）
を
あ
ら
わ
す
語
に
つ
い
て
、
そ
の
類
い
の
も
の
・
～
製
の
物
で

あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
」
と
し
て
、
　
「
⑤
は
い
く
種
類
も
あ
り
う
る
中

の
一
つ
を
～
テ
と
取
り
出
し
て
い
う
も
の
で
、
た
と
え
ば
『
桧
の
つ
ま

で
』
は
桧
の
角
材
で
あ
る
も
の
、
　
『
物
部
の
八
十
手
』
は
物
部
の
多
く

の
者
、
　
『
伊
豆
手
舟
』
は
舟
の
伊
豆
製
の
も
の
の
意
で
あ
る
」
と
い
う

説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
島
説
の
「
テ
」
の
説
明
に
き
わ

め
て
近
い
。
よ
っ
て
タ
マ
テ
は
「
玉
類
・
玉
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
い

う
美
称
」
で
あ
り
、
タ
マ
テ
と
ミ
よ
り
な
る
と
す
る
原
島
説
は
か
な
り

有
力
な
説
と
い
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
タ
マ
・
テ
：
ミ
の
三
語
に
分
け
て
そ
の
意
味
を
考

察
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
タ
マ
は
神
秘
的
な
と

か
、
玉
の
よ
う
に
美
し
い
と
か
い
う
意
味
の
美
称
、
テ
と
ミ
は
前
に
述

べ
た
よ
う
に
い
ず
れ
も
神
霊
観
を
表
わ
す
語
で
、
テ
と
ミ
を
重
ね
て
神

霊
性
を
強
調
し
た
も
の
と
み
れ
ば
、
タ
マ
テ
ミ
は
「
神
秘
的
な
神
霊
」

と
い
う
意
味
の
神
霊
名
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
。
ま
た
、
原
島
説
の
よ

う
に
タ
マ
テ
と
ミ
に
二
分
す
る
立
場
に
立
っ
た
と
し
て
も
、
　
「
玉
で
つ
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く
ら
れ
た
も
の
（
タ
マ
テ
）
，
の
神
霊
（
ミ
）
」
と
い
う
ふ
う
に
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
タ
マ
テ
・
ミ
、
タ
マ
・
テ
：
ミ
い
ず
れ
の

分
け
か
た
を
し
て
も
、
結
果
的
に
は
タ
マ
テ
ミ
は
神
霊
名
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
寧
の
詮
号
の
下
半
部
の

タ
マ
テ
ミ
は
、
も
と
も
と
神
名
で
あ
っ
て
沸
安
寧
の
実
名
な
ど
で
は
あ

り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
謹
号
の
上
半
部
の
ジ
キ
ツ
ピ
コ
に
つ
い
て
述
べ
る
。
シ
キ
ツ
ピ

コ
の
シ
キ
が
大
和
の
磯
城
、
河
内
の
志
紀
い
ず
れ
で
あ
る
と
し
て
も
、

「
地
名
＋
ヒ
コ
」
と
い
う
構
造
の
名
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。

「
地
名
＋
ピ
コ
」
と
い
う
構
造
を
有
す
る
シ
キ
ツ
ピ
コ
と
い
う
名
は
、

神
名
風
で
あ
る
と
い
う
よ
り
人
名
風
で
あ
り
、
シ
キ
地
方
の
首
長
の
名

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
す
な
わ
ち
、
下
半
部
の
タ
マ
テ
ミ
は
神
名
で
あ

り
、
男
神
か
女
神
か
も
不
明
確
で
あ
る
（
テ
、
ミ
は
神
霊
観
を
表
現
す

る
語
で
あ
る
が
、
性
別
ま
で
は
表
現
し
な
い
）
の
に
く
ら
べ
、
上
半
部

の
シ
キ
ツ
ピ
コ
は
人
名
風
で
あ
り
男
性
（
ピ
コ
）
で
あ
る
こ
と
が
明
示

さ
れ
て
い
て
、
両
者
は
名
前
の
性
格
が
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
シ
キ
ツ
ピ
コ
タ
マ
テ
ミ
と
い
う
安
寧
の
詮
号
は
、
性
格

の
異
な
る
二
つ
の
名
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

　
シ
キ
ツ
ピ
コ
は
シ
キ
の
首
長
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
い
っ
て
も
、

安
寧
が
実
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
シ
キ
ツ
ピ
コ
と
い
う
名
は
、

安
寧
の
母
が
師
木
県
主
の
女
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
名
で
あ
ろ
う
。
師

木
県
主
氏
所
生
の
天
皇
は
安
寧
、
艶
徳
、
・
孝
昭
、
孝
安
と
四
人
も
い
る

の
に
、
安
寧
だ
け
が
シ
キ
ツ
ピ
コ
を
称
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
天
皇
が

師
木
県
主
氏
所
生
の
最
初
の
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
ほ

か
な
ら
ず
、
安
寧
が
シ
キ
地
方
の
実
在
の
王
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な

い
。

　五
　
酪
徳
天
皇
の
詮
号

（　
第
四
代
酪
徳
天
皇
の
論
号
は
大
倭
日
子
鋸
友
、
大
日
本
彦
紹
友
で
あ

る
。
上
半
部
の
オ
ホ
ヤ
マ
ト
ピ
コ
は
後
世
の
架
上
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ

で
は
下
半
部
の
ス
キ
ト
モ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
ス
キ
ト
モ
と
い
う

名
は
神
名
に
は
み
え
ず
、
わ
ず
か
に
人
名
に
御
鎗
友
耳
建
日
子
と
い
う

吉
備
氏
の
祖
先
の
名
が
『
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
ス

キ
ト
モ
と
は
い
か
な
る
意
味
の
名
で
あ
ろ
う
か
。
『
古
事
記
伝
』
（
巻
二

十
一
）
は
、
　
「
銀
は
師
木
な
り
…
…
、
友
は
登
毛
志
と
云
言
に
て
、
美

称
な
り
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
鉗
の
キ
は
甲
類
、
師
木
の
キ

は
乙
類
で
あ
る
か
ら
、
宣
長
の
意
見
に
は
し
た
が
え
な
い
。
ス
キ
ト
モ

の
ス
キ
は
農
具
の
ス
キ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
下
の
ト
モ
に
つ
い
て
も
宣
長

の
説
は
納
得
し
が
た
い
。
ト
モ
は
ツ
ミ
（
ツ
は
助
詞
、
、
・
・
は
神
霊
を
表

わ
す
語
）
の
音
転
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
も
と
の
名
は
ス
キ
ツ
ミ

で
、
鋸
の
精
霊
を
意
味
す
る
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
ス
キ
ト

モ
は
実
在
し
た
天
皇
の
名
と
い
う
よ
り
、
農
耕
と
関
係
の
深
い
神
名
で

あ
り
、
ス
キ
ト
モ
に
は
、
　
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
み
ら
れ
る
「
童
女
の

胸
銀
取
ら
し
て
」
出
雲
の
国
を
造
っ
た
と
い
う
八
束
水
臣
津
野
命
の
国

引
神
話
や
、
　
「
五
百
つ
鎗
の
鉗
猶
取
り
取
ら
し
て
天
の
下
造
ら
し
し
」
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大
穴
持
命
の
国
造
り
神
話
と
類
似
の
神
話
が
、

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

内
包
さ
れ
て
い
た
の
で

　六
　
孝
昭
天
皇
の
訟
号

（　
第
五
代
孝
昭
天
皇
の
詮
号
は
御
間
津
日
子
詞
恵
志
泥
、
観
松
彦
香
殖

稲
で
あ
る
。
上
半
部
の
ミ
マ
ツ
ピ
コ
の
ミ
マ
が
地
名
で
あ
る
と
す
る

と
、
イ
ハ
レ
ピ
コ
、
シ
キ
ツ
ピ
コ
と
同
様
に
、
地
名
の
下
に
ピ
コ
を
付

し
て
首
長
の
称
呼
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ミ
マ
ツ
ピ
コ
を
称
す
る
例

は
、
　
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
大
三
間
津
日
子
、
弥
麻
都
比
古
、
　
『
延
喜

式
』
　
「
神
名
帳
」
に
御
間
都
比
古
神
社
（
阿
波
国
名
方
郡
）
、
『
国
造
本

紀
』
に
観
松
彦
色
止
命
（
阿
波
の
長
国
造
の
祖
）
が
み
え
る
。
こ
の
う

ち
御
間
都
比
古
神
社
、
観
松
彦
色
止
命
の
ミ
マ
は
、
お
そ
ら
く
阿
波
国

美
馬
郡
の
地
名
に
因
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
孝
昭
の
ミ
マ

も
地
名
の
公
算
が
低
く
な
い
と
い
え
る
。
履
中
の
子
に
御
馬
王
“
御
馬

皇
子
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
御
馬
も
地
名
で
あ
ろ
う
か
。
雄
略

二
年
一
〇
月
丙
子
条
に
は
御
馬
瀬
（
吉
野
郡
）
な
る
地
名
が
み
え
る
。

　
し
か
し
、
ミ
マ
は
地
名
で
は
な
く
て
美
称
な
い
し
は
尊
称
と
み
る
こ

と
も
で
き
る
。
　
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
よ
る
と
、
投
馬
国
の
「
官
」
に
弥

馬
升
、
弥
馬
獲
支
と
い
う
も
の
が
み
え
、
こ
れ
は
首
長
に
対
す
る
尊
称

と
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
『
魏
志
』
に
記
さ
れ
た
古
い
尊
称
ミ
マ

が
、
は
る
か
後
世
の
『
肥
前
国
風
土
記
』
逸
文
に
も
み
え
る
こ
と
は
注

目
し
て
よ
い
。
肥
前
国
彼
杵
郡
健
村
の
土
蜘
蛛
は
名
を
健
津
三
間
と
い

い
、
こ
れ
は
ま
さ
に
「
地
名
（
健
）
＋
ミ
マ
（
尊
称
）
」
の
構
造
を
有

す
る
名
で
あ
り
、
イ
ハ
レ
ピ
コ
、
ヤ
マ
ト
ネ
コ
な
ど
と
同
じ
、
地
名
＋

尊
称
」
の
類
型
に
属
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
名
の
末
尾

に
つ
く
尊
称
は
、
彦
坐
王
、
彦
猿
嶋
命
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
名
の
頭
に

冠
さ
れ
て
美
称
と
し
て
の
働
き
を
す
る
の
と
同
様
に
、
ミ
マ
は
噂
い
と

か
神
聖
な
と
か
い
う
よ
う
な
意
味
の
美
称
で
も
あ
ろ
う
。

　
ミ
マ
ツ
ピ
コ
の
ミ
マ
が
地
名
だ
と
す
れ
ば
、
ミ
マ
の
首
長
の
称
号
ら

し
く
み
え
る
。
し
か
し
、
美
称
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ミ
マ
ツ
ピ
コ
は
尊

い
立
派
な
男
を
性
味
す
る
名
（
首
長
に
対
す
る
一
般
的
な
称
号
）
、
神

聖
な
男
神
を
意
味
す
る
名
と
い
う
ぐ
あ
い
に
二
通
り
に
解
釈
で
き
、
人

名
、
神
名
い
ず
れ
と
も
決
し
が
た
い
。
し
か
し
、
ミ
マ
ツ
ピ
コ
が
神
名

で
あ
る
と
し
て
も
、
人
格
神
化
さ
れ
た
神
名
で
あ
り
、
ホ
ホ
デ
ミ
、
ヌ

ナ
カ
バ
ミ
ミ
、
タ
マ
テ
ミ
の
よ
う
に
性
別
す
ら
不
明
確
な
神
名
に
く
ら

べ
、
よ
ほ
ど
発
達
し
た
段
階
の
神
名
で
あ
る
。
私
は
孝
昭
の
認
号
は
カ

ヱ
シ
ネ
と
い
う
古
い
神
名
の
上
に
、
首
長
の
一
般
的
な
称
号
で
あ
っ
た

ミ
マ
ツ
ピ
コ
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
か
に
も
天
皇
の
論
号
ら

し
く
み
え
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
次
に
下
半
部
の
カ
ヱ
シ
ネ
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
カ
ヱ
シ
ネ
の
カ
ユ

は
い
か
な
る
語
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
シ
ネ
は
稲
の
こ
と
で
あ
る
と
す

る
説
と
、
シ
・
ネ
に
分
け
て
ネ
は
神
名
。
人
名
の
末
尾
に
つ
く
ネ
と
同

語
と
み
る
説
と
が
あ
る
が
、
後
老
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず

シ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
溝
口
氏
に
よ
る
と
、
カ
ヱ
シ
ネ
の
シ
は
須

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

佐
之
男
命
の
四
世
孫
と
い
う
八
島
士
奴
美
神
（
清
之
湯
山
主
三
名
狭
漏

　
　
　
し
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

彦
八
嶋
篠
）
、
適
遍
芸
命
の
母
万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
の
シ
と
同
語
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「欠史八代」にっいて

　　　　　　　　　〔表4〕　ネを末尾に含む神名・人名

　　　　　　　　　　　　　　　’〔神　　名〕

、翻 古　　事　　記 日　本　書　紀

1
2
3
4
轟
5
ρ
0
　
　
　
0
1
2
り
Q

7
　
8
Q
ゾ

　
　
　
ー
1
1
1

阿夜詞志古泥神

天津日子根命

活津日子根命

阿遅鉗高日子根神

天之都度闇知泥神

遠津待根神

久久紀若室葛根神

天一根

塑土根尊

沙土根尊

憧根尊，吾屋憧根尊，青橿城根尊

天津彦根命

活津彦根命

正哉吾勝速日天忍骨尊
正哉吾勝速日天忍穂根尊

味紹高彦根神

天之葺根神

天津彦根火項項杵根尊

〔記紀にみえない神名〕

番号1 神 名 出　　典 備 考

4
5
6
　
7
　
8
9
0
1
2

1
1
1
　
1
　
1
1
2
2
2

天忍穂長根命

須美禰命

大汝少日古根命，少日子
根命，少比古尼命

天児屋根命，天乃古矢根
命

天道根命，天道尼命

天押穂根命

忍坂坐生根神社

田立建埋根命神社

忍骨神社

山城風土記

出雲風土記

播磨風土記

姓　氏　録

　　々

　　々

神　名　帳

　　々

　　々

逸文。宇治郡木幡社の祭神

仁田郡海潮郷

錺磨郡，揖保郡，神前郡

中臣酒人連，中村連等の祖

滋野宿禰，大村直の祖

弓削宿禰の祖

大和国城上郡

石見国邑智郡

豊前国田川郡
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〔人　　名〕

番号 古　事　記 分司 日本書紀 分　布

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3

常根津日子伊呂泥

御真津日子詞恵志泥命

蝿伊呂泥

大筒木垂根王

讃岐垂根王

伊理泥王

神大根王

建忍山垂根

島垂根

多遅摩斐泥

沙祢王

根臣

寧
昭
霊
化

　
　
　
　
々

安
孝
孝
開

々

行
務
神

　
　
　
々

景
成
応

　々

安　康

劔根

常津彦某兄

観松彦香殖稲尊

緬某姉

飯入根

十市根

日向髪長大田根

美濃国造神骨

根使主

小根使主

歯田根命

章那部真根

河内三野県主小根

根王

物部伊勢速父根

巨勢徳禰

武
寧
昭
霊

神
安
孝
孝

神
仁
行

　
　
　
々

崇
垂
景

康
略
　
　
々

安
雄

々

　々

継　体

　々

孝　徳

〔記紀にみえない人名〕

番号 人 名 段布1出典 此
困
ウ 考

4
5
6
7
只
）
9
0

2
9
】
2
2
2
2
∩
δ

彌比加尼

可美乾飯根

豊玉根

神門臣古禰

屋主乃禰

宇佐比乃禰

根日女

武
神
　
行
神
　
寧

　
　
々
　
　
　

々

神
崇
　
景
応
　
清

　
録
紀
記

姓
氏
蝋
・

　
姓
国
出

　　々

播磨風土記

吉野連の祖

出雲臣の祖

初代波久岐国造

出雲郡・健部の祖

初代道奥菊多国造

初代道口岐閉国道

賀茂郡楢原里条
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「欠史八代」について

考備典出布分名人番号

神門郡条

飾磨郡英保里条

尾張宿禰の祖

工造の祖

犬養の祖

目色部真時の祖

石作連の祖

日下部首の祖’

倭川忌寸の祖

賀茂朝臣の祖

　　々

饒速日命四世孫

島津国造の祖

出雲風土記

播磨風土記

姓　氏　録

々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々

国造本紀

明不

々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々
　
々

神門臣伊加曽禰

但馬国造阿胡尼

阿曽禰連

大美和都禰

田根連

大見尼

武椀根

保都禰

彦振根

意冨禰足尼

千禰足尼

大矢口根大臣

佐比禰足尼

31

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

S0

S1

S2

S3

　
　
　
　
　
し
と
と

で
、
　
「
巫
鳥
芝
苔
々
」
（
天
武
紀
）
の
シ
と
も
同
じ
で
、
サ
（
神
稲
）
と

同
一
語
源
の
語
ら
し
く
、
下
の
ネ
を
形
容
す
る
、
神
聖
な
と
い
っ
た
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

味
の
語
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
優
れ
た
見
解
で
あ
る
と
思
う
。

な
お
、
　
『
魏
志
』
倭
人
伝
に
弥
馬
升
と
い
う
邪
馬
台
国
の
「
官
」
名
が

み
え
る
が
、
弥
馬
升
の
「
升
」
は
問
題
に
し
て
い
る
シ
と
同
語
の
可
能

性
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
は
シ
が
首
長
の
尊
称
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
シ
は
溝
口
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
神

聖
な
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
く
、
そ
れ
が
カ
ヱ
シ
ネ

の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
名
が
神
名
で
あ
る
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
。

　
次
は
ネ
で
あ
る
が
、
　
〔
表
4
〕
は
ネ
を
末
尾
に
含
む
神
名
・
人
名
の

表
で
あ
る
。

　
ネ
は
神
名
に
つ
く
例
が
少
な
く
な
い
が
、
人
名
に
つ
い
た
用
例
の
方

が
多
い
。
た
だ
し
、
ネ
の
つ
く
人
名
は
継
体
以
前
に
集
中
し
、
そ
れ
以

後
は
わ
ず
か
に
一
例
分
布
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
右
表
よ
り

知
ら
れ
る
。
こ
の
ネ
に
つ
い
て
溝
口
氏
は
、
「
ネ
は
力
強
い
も
の
、
す

ぐ
れ
た
能
力
を
も
つ
も
の
に
か
か
わ
る
概
念
で
、
そ
れ
が
現
実
の
首
長

に
向
け
ら
れ
た
時
首
長
の
称
号
と
な
り
、
自
然
に
向
け
ら
れ
た
時
自
然

に
対
す
る
一
種
の
嘆
美
も
し
く
は
崇
拝
の
表
現
に
な
る
」
　
「
ミ
は
先
回

述
べ
た
よ
う
に
神
秘
的
な
力
に
よ
っ
て
人
々
の
上
に
君
臨
す
る
首
長
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
方
の
ネ
は
現
実
的
な
力
に
よ
っ
て
人
々
を
統
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

し
た
英
雄
的
首
長
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
説
か
れ
て
い
る
。
た
し

か
に
ネ
は
神
に
親
し
い
以
上
に
人
間
に
親
近
な
語
と
い
う
感
じ
が
強
い
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〔
系
図
皿
〕

（
素
佐
乃
乎
命
）

須
佐
之
男
命

（
蘇
我
能
由
夜
麻
奴
斯
弥
那
佐
牟
留
比
比
古
夜
斯
麻
斯
奴
）

　
　
　
八
嶋
士
奴
美
神

　
稲
田
宮
主
須
賀
之
八
耳
神

（
伊
那
多
美
夜
奴
斯
須
佐
能
夜
都
美
弥
）

　
櫛
名
田
比
売

（
久
斯
伊
那
多
比
弥
）

　
　
　
　
　
大
山
津
見
神
－
木
花
知

　
　
　
　
　
（
大
山
都
美
）

＝ヒ冗
冗
）

（
布
波
能
母
知
那
須
奴
）

　
　
　
　
　
の

布
波
能
母
遅
久
奴
須
奴
神

　
　
　
（
一
本
作
文
）

濃
迦
美
神
－
日
河
比
売

（
濃
迦
美
）
　
（
日
河
比
売
）

一

（
深
淵
之
水
夜
礼
花
）

深
淵
之
水
夜
礼
花
神

（
意
弥
都
奴
）

濃
美
豆
奴
神

天
之
都
度
閥
知
泥
神
ー

（
阿
麻
乃
都
刀
閑
乃
知
尼
）

　
　
　
　
　
（
布
努
都
弥
美
）

布
怒
豆
怒
神
ー
布
帝
耳
神

　
　
　
　
　
　
　
（
布
且
弥
美
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刺
国
大
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
志
久
斯
布
刀
比
売
）

（
天
布
由
伎
奴
）

天
之
冬
衣
神

（
大
国
主
命
）

大
国
主
神

゜
刺
国
若
比
売

（
佐
志
久
斯
和
可
比
奴
売
）

22

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
孝
昭
の
カ
ヱ
シ
ネ
の
ネ
は
首
長
の
尊
称
な

の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
神
名
の
語
尾
と
し
て
神
霊
観
を
表
わ
し
て

い
る
語
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
後
者
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
以
下

に
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
う
。

　
但
馬
国
朝
来
郡
粟
鹿
神
社
の
縁
起
と
但
馬
国
造
神
部
氏
の
系
譜
を
記

し
、
　
『
記
』
撰
録
よ
り
古
い
「
和
銅
元
年
」
の
年
紀
を
有
す
る
『
粟
鹿

大
神
元
記
』
は
、
あ
ま
り
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
注
目
す

べ
き
史
料
で
あ
る
。
こ
の
『
粟
鹿
大
神
元
記
』
の
冒
頭
に
素
佐
乃
乎
命

か
ら
大
国
主
命
に
至
る
神
系
譜
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
　
『
記
』
の
須

佐
之
男
命
か
ら
大
国
主
神
ま
で
の
神
系
譜
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
重
要

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

な
相
異
が
み
ら
れ
る
。
　
〔
系
図
皿
〕
の
（
　
）
の
な
か
の
神
名
は
『
粟

鹿
大
神
元
記
』
所
載
の
も
の
、
そ
の
隣
が
『
記
』
の
神
名
で
あ
る
。
最

大
の
相
異
点
は
、
　
『
記
』
の
神
名
は
末
尾
に
神
字
が
つ
い
て
い
る
の

に
、
　
『
粟
鹿
大
神
元
記
』
の
神
名
に
は
ま
っ
た
く
神
字
が
付
さ
れ
て
い



「欠史八代」にっいて

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
ネ
を
含
む
天
之
都

刀
閑
知
泥
神
（
『
記
』
）
と
阿
麻
乃
都
刀
閏
乃
知
尼
（
『
粟
鹿
大
神
元
記
』
）

と
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
前
者
は
神
字
が
つ
い
て
い
る
が
、
後
者
は
神

字
が
な
く
て
ネ
で
神
名
が
終
っ
て
い
る
。
こ
の
相
異
は
、
神
字
の
な
い

『
粟
鹿
大
神
元
記
』
の
神
名
が
古
い
も
と
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
物
語
る
と
同
時
に
、
　
『
記
』
の
ほ
う
は
も
と
の
神
名
の
下
に
画
一
的

に
神
字
が
付
さ
れ
て
成
立
し
た
新
し
い
神
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
阿
麻
之
都
闇
乃
知
尼
に
神
字
が
つ
い
て
い
な
く
て
も
神
名

と
し
て
存
在
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
ネ
と
い
う
語
自
体
が
一
定
の
神

霊
概
念
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
カ

ヱ
シ
ネ
の
ネ
も
一
定
の
神
霊
概
念
を
意
味
す
る
語
で
、
カ
ヱ
シ
ネ
は
神

名
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
、
カ
ヱ
シ
ネ
は
孝
昭
の
実
名
な
ど
で
は
な

く
、
神
名
で
あ
り
、
の
ち
に
そ
の
上
に
ミ
マ
ツ
ピ
コ
と
い
う
首
長
に
対

す
る
一
般
的
な
称
号
が
付
加
さ
れ
て
孝
昭
の
論
号
は
完
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　七
孝
安
天
皇
の
設
号

（　
第
六
代
孝
安
天
皇
の
論
号
は
大
倭
帯
日
子
国
押
人
、
日
本
足
彦
国
押

人
で
あ
、
る
。
上
半
部
の
（
オ
ホ
）
ヤ
マ
ト
タ
ラ
シ
ヒ
コ
は
の
ち
に
架
上

さ
れ
た
園
の
で
、
下
半
部
の
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
が
も
と
の
名
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
『
ク
ニ
オ
シ
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

詮
号
は
、
ほ
か
に
も
清
寧
の
白
髪
武
広
国
押
稚
日
本
根
子
、
安
閑
の
広

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

国
押
建
金
日
、
宣
化
の
建
小
広
国
押
楯
、
欽
明
の
天
国
押
波
流
岐
広
庭

が
あ
り
、
こ
れ
ら
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
半
ば
の
天
皇
の
謹
号
の
ク
ニ

オ
シ
と
、
孝
安
の
謳
号
の
そ
れ
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
新
井

喜
久
夫
氏
は
、
尾
張
連
の
祖
巌
津
世
襲
の
妹
世
襲
足
媛
が
生
ん
だ
孝
安

の
認
号
と
、
同
じ
く
尾
張
連
草
香
の
女
目
子
娘
女
所
生
の
安
閑
・
宣
化

兄
弟
の
詮
に
ク
ニ
オ
シ
と
い
う
言
葉
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
孝
安

の
皇
居
は
葛
城
室
之
秋
津
嶋
宮
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
尾
張
氏
も
蔦
城
と

関
係
の
深
い
氏
族
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
孝
安
と
そ
の
母
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

尾
張
氏
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
ら
れ
た
。
す
ぐ
れ

た
見
解
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
井
説
は
尾
張
氏
の
所
生

で
は
な
い
清
寧
と
欽
明
の
詮
号
に
も
ク
ニ
オ
シ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
説
明
す
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
は

ま
だ
再
考
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
孝
安
の
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
は
、
ク
ニ
オ
シ
と
ヒ
ト
に
分
け
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
ク
ニ
オ
シ
を
含
む
例
は
、
神
名
で
は
国
忍
富
神
（
『
記
』
）
、
国

忍
別
命
（
『
出
雲
国
風
土
記
』
）
、
人
名
で
は
高
向
臣
国
押
（
皇
極
紀
）
、

田
部
連
国
忍
（
天
武
紀
）
が
あ
り
、
用
例
は
少
な
い
も
の
の
、
神
名
に

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
国
忍
富
神
（
大
国
主
神
の

孫
）
、
国
忍
別
命
（
須
佐
之
烏
命
の
子
）
は
い
ず
れ
も
出
雲
の
神
で
あ

る
が
、
出
雲
の
国
引
き
神
話
、
国
造
り
神
話
と
か
か
わ
り
の
あ
る
神
名

で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
る
と
、
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
も
国
造
り
の
神
や
国
土

の
精
霊
の
名
で
あ
る
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
が
、
末
尾
に
ヒ
ト
と
い
う

語
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
神
名
と
み
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
左
表
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
末
尾
に
ヒ
ト
と
い
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〔表5〕　ヒトを末尾に含む神名・人名

　　　　　　〔神　　名〕

番号1 神 名 出　典 備 考

1 天熊人 紀

2 天忍人命 姓氏録 掃守連の祖

3 天押人命 々 佐伯造の祖

4 阿目夷沙比止命 々 川枯首の祖

〔人　　名〕

番号i 古　　事　　記 1分　布1 日　本　書　紀 1分　布

1 天足彦国押人 孝　昭

2 大倭帯日子国押人〔孝安〕 孝　安 日本帯日子国押人 孝安
3 日子人之大兄 景　行 彦人大兄 仲　哀

4 盾人宿禰 仁　徳

5 ヴ

許勢男人 継　体

6 忍坂日子人太子 敏　達 押坂彦人大兄 敏　達

7
‘

阿倍臣人 崇　峻

8 古人大兄皇子 野　明・

9 三輪栗隈君東人 皇　極

10 難波吉士男人 斉　明

11 巨勢人 天　智

12 天淳名原蕩真人〔天武〕 天　武

13 路直益人 々

14 駒田勝忍人 々

15 忌部首子人 々

16 大三輪真上田子人君 々

17 粟田臣真人 々

18 紀朝臣真人 々

19 藤原朝臣史 持　統

20 大伴男人 々

〔記紀にみえない人名〕

番号1 人　　　名　　　1 分　布　1 出　　典 i　備　　　　考

21 彦忍人 成　務 国造本紀 初代武社国造

22 荒人 皇　極 姓　氏　録 巨勢繊田臣の祖

23 真人速公 不　明 々 中臣酒屋連の祖

24 東人直 々 々 東漢都賀直の子

25 臣知人命 々 々 伊香連の祖
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「欠史八代」について

う
語
を
付
し
た
神
名
が
存
在
す
る
。

　
ヒ
ト
は
さ
す
が
に
人
名
に
多
い
が
、
神
名
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
1

天
熊
人
は
四
神
出
生
章
に
現
わ
れ
る
神
で
、
天
照
大
神
の
命
に
よ
っ
て

月
夜
見
尊
に
殺
さ
れ
た
保
食
神
を
見
に
遣
わ
さ
れ
、
保
食
神
の
死
体
に

　
　
　
　
　
　
　
か
い
こ

生
じ
た
牛
馬
・
粟
・
璽
・
稗
・
稲
・
麦
・
大
小
豆
を
と
っ
て
天
照
大
神

に
献
じ
た
と
い
う
。
こ
の
話
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
天
熊
人
の
ク
マ
は

神
に
奉
る
米
を
意
味
し
、
熊
人
と
は
ク
マ
を
つ
か
さ
ど
る
神
を
表
わ
す

名
で
あ
ろ
う
。
天
忍
人
命
、
天
押
人
命
、
阿
目
夷
沙
比
止
命
は
神
と
も

人
と
も
判
じ
が
た
い
が
、
ア
メ
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
で
神
名

　
　
　
　

と
み
な
し
て
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
常
世
の
国
か
ら
来
訪
す
る
神
を

マ
レ
ビ
ト
と
よ
ぶ
が
、
マ
レ
ビ
ト
は
ヒ
ト
と
は
い
っ
て
も
本
来
は
神
で

あ
る
。
こ
れ
も
ヒ
ト
が
神
霊
観
を
表
わ
す
語
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
一

例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
人
妻
、
人
国
の
ヒ
ト
も
単
に
他
人
を
意
味
す
る

だ
け
で
な
く
、
宗
教
的
な
禁
圧
や
恐
れ
を
内
包
す
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ヒ
ト
は
単
に
生
物
と
し
て
の
人
間
を
意
味
す
る
だ
け
の
語
で

は
な
い
。
人
名
に
も
さ
か
ん
に
ヒ
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
少
く
と

も
ヒ
ト
と
い
う
語
に
祥
瑞
性
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
孝
安
の
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
に
ヒ
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
を
人
名
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
は
な
い
。
元
来
、

ク
ニ
ナ
弘
ヒ
ト
は
国
生
み
・
国
造
り
神
話
と
も
関
連
を
も
つ
国
土
の
精

霊
を
意
味
す
る
神
名
で
あ
っ
た
と
思
う
。
あ
る
い
は
「
国
食
人
」
の
意

で
、
国
土
を
統
治
す
る
神
を
表
わ
す
名
と
も
解
釈
で
き
る
。

　八
　
孝
霊
天
皇
の
詮
号

（　
第
七
代
孝
霊
天
皇
の
識
号
は
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
遍
、
大
日
本
根
子

彦
太
硬
で
あ
る
。
上
半
部
の
オ
ホ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
と
ピ
コ
は
の
ち
に
付
加

さ
れ
た
も
の
で
、
下
半
部
の
フ
ト
ニ
が
も
と
の
名
で
あ
る
。
フ
ト
ニ
は

フ
ト
と
二
の
二
語
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
フ
ト
に
つ
い
て
述
べ
よ

う
。
フ
ト
は
単
に
太
い
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
太
占
、
布
刀

御
幣
、
太
祝
詞
、
太
手
繹
の
よ
う
に
、
フ
ト
は
「
神
ま
た
は
こ
れ
に
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ず
る
も
の
に
関
す
る
名
詞
や
動
詞
に
複
合
し
て
用
い
ら
れ
る
」
語
で
あ

る
。
川
副
武
胤
氏
は
フ
ト
の
語
彙
に
は
「
霊
性
や
瑞
祥
性
が
托
さ
れ
て

　
（
2
2
）

ゐ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
フ
ト
ニ
の
フ
ト
に
も
霊
性
が
托
さ
れ
て
い

る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
フ
ト
ニ
の
二
と
は
い
か
な
る
語
で
あ
ろ
う
か
。
ゴ
は
環
、
す
な

わ
ち
美
し
い
玉
を
意
味
す
る
と
い
う
の
が
よ
く
見
ら
れ
る
見
解
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
当
ら
な
い
と
思
う
。

　
二
の
用
例
は
多
く
な
い
が
、
人
名
で
は
孝
霊
の
フ
ト
ニ
以
外
に
な
く

（『

ｩ
氏
録
』
和
泉
国
諸
蕃
の
蜂
田
薬
師
の
祖
と
い
う
都
久
爾
理
爾
は

「
呉
国
人
」
と
あ
り
、
外
国
人
名
ゆ
え
除
外
す
る
）
、
他
は
み
な
神
名

の
末
尾
に
つ
い
て
い
る
。
フ
ト
ニ
を
神
名
と
み
れ
ば
、
二
は
人
名
と
ま

・
っ
た
く
無
縁
な
語
と
い
え
る
。
二
は
ミ
、
ネ
、
ヌ
、
ノ
な
ど
に
く
ら
べ

て
用
例
が
少
数
し
か
残
ら
ず
、
人
名
に
つ
く
こ
と
が
皆
無
で
あ
る
理
由

は
、
二
が
か
な
り
古
層
の
神
霊
観
、
自
然
観
を
表
わ
す
古
語
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
古
語
と
、
霊
性
を
示
す
フ
ト
と
い

う
語
で
構
成
さ
れ
て
い
る
フ
ト
ニ
と
い
う
名
は
、
人
名
の
匂
い
の
ま
っ
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二を末尾に含む神名・人名

　〔神　　名〕

〔表6〕

紀書本日記古番号

塑土貢尊

沙土覆尊

宇比地適神

須比地遍神

日名照額田毘道男伊許知蓮神

1
　
2
　
　
6
φ

〔記紀にみえない神名〕

考備典出名神番号

伊豆神名帳剣刀乎夜爾神社4

名〕〔人

紀書本日記事古番号

大日本根子彦太墳尊大倭根子日子賦斗麺命〔孝霊〕1

た
く
し
な
い
純
然
た
る
神
霊
名
で
あ
る
と
断
じ
て
よ
い
。
漢
風
詮
号
の

撰
定
老
が
、
孝
霊
と
い
う
詮
号
を
選
ん
だ
理
由
も
わ
か
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

　九
孝
元
天
皇
の
詮
号

（　
第
八
代
孝
元
天
皇
の
識
号
は
大
倭
根
子
日
子
国
玖
琉
、
大
日
本
根
子

彦
国
牽
で
あ
る
。
上
半
部
の
オ
ホ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
は
の
ち
に
付
け
加
え
ら

れ
た
も
の
で
、
下
半
部
の
ク
ニ
ク
ル
が
も
と
の
名
で
あ
る
。
ク
ニ
ク
ル

と
い
う
名
の
意
味
に
つ
い
て
武
田
祐
吉
氏
が
、
　
「
土
地
に
綱
を
か
け
て

引
く
と
い
ふ
傳
へ
の
あ
つ
た
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
出
雲
の
國
に
限

つ
た
こ
と
で
も
無
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
孝
元
天
皇
の
御
名
…
…
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ク
ニ
ク
ル
は
、
國
引
の
義
で
、
御
名
の
中
心
を
成
す
思
想
で
あ
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
至
当
な
見
解
で
あ
る
と
思
う
。
岩
波
・
日
本
古
典

文
学
大
系
『
日
本
書
紀
・
上
』
の
「
補
注
4
1
一
」
は
武
田
説
を
さ
ら

に
進
め
て
、
　
「
孝
元
紀
に
は
、
国
引
き
説
話
は
何
も
無
く
、
不
明
で
あ

る
が
、
何
か
、
国
引
き
伝
説
を
頭
に
お
い
て
、
こ
の
名
を
与
え
た
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　
こ
の
考
え
を
さ
ら
に
お
し
進
め
て
い
く
と
、
ク
ニ
ク
ル
は
国
引
き
神

話
が
内
包
さ
れ
て
い
る
名
で
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ク
ニ
ク
ル

そ
の
も
の
が
国
引
ぎ
の
神
の
名
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
到
達
す
る
の
で

あ
る
。
ク
ニ
ク
ル
は
孝
元
の
実
名
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
国

引
き
の
神
の
名
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
孝
元
の
認
号
は
性
別
の
不
明

確
な
神
名
ク
ニ
ク
ル
が
も
と
に
な
り
、
そ
の
上
に
ピ
コ
を
加
え
て
男
性
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「欠史八代」にっいて

化
し
、
同
時
に
天
皇
を
表
わ
す
称
号
で
あ
る
オ
ホ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
を
冠
し

て
、
天
皇
の
識
号
ら
し
く
作
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　十
　
開
化
天
皇
の
設
号

（　
第
八
代
開
化
天
皇
の
詮
号
は
若
倭
根
子
日
子
大
毘
毘
、
稚
日
本
根
子

彦
大
日
日
で
あ
る
。
上
半
部
の
ワ
カ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
と
ピ
コ
は
後
世
の
架

上
で
、
下
半
部
が
も
と
の
名
で
あ
る
が
、
『
記
』
は
オ
ホ
ビ
ビ
、
『
紀
』

で
は
オ
ホ
ヒ
ヒ
ど
い
う
ふ
う
に
清
濁
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
　
『
記
』
の

毘
字
は
従
来
、
す
べ
て
ビ
と
濁
音
に
よ
ま
れ
て
ぎ
た
が
、
こ
れ
は
確
固

と
し
た
根
拠
に
も
と
つ
く
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
溝
口
氏
は
「
記
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

毘
も
清
音
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
『
記
』

の
大
毘
毘
も
『
紀
』
の
大
日
日
と
同
じ
く
オ
ホ
ヒ
ヒ
と
清
音
に
よ
む
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
　
『
古
事
記
伝
』
　
（
巻
二
十
二
）
は
「
毘
毘
は
耳
と

同
じ
く
て
、
称
名
な
り
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
　
「
毘
毘
」
は
称
名
の

一
種
に
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、
ミ
を
重
ね
た
ミ
ミ
と
は
別
個
の
語
彙
で

あ
る
。

　
さ
て
、
　
『
紀
』
で
は
オ
ホ
ヒ
ヒ
の
ヒ
に
日
字
を
当
て
て
は
い
る
が
、

一
体
ヒ
は
い
か
な
る
語
で
あ
ろ
う
か
。

　
〔
表
7
〕
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ヒ
（
甲
類
）
は
神
名
の
末
尾
に
つ

く
例
が
、
人
名
に
つ
く
例
よ
り
や
や
多
い
。
こ
の
ヒ
に
つ
い
て
も
溝
口

氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
氏
に
よ
る
と
、
ヒ
は
ム
ス
ヒ
の
ヒ
に
し

ろ
、
ハ
ヤ
ヒ
の
ヒ
に
し
ろ
、
す
べ
て
太
陽
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
か

り
に
霊
力
を
表
わ
し
て
い
る
場
合
で
も
、
太
陽
の
霊
力
と
い
う
意
味
に

限
定
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
太
陽
を
意
味
す
る
ヒ
は
、
皇
室
の
神
名

と
人
名
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ヒ
す
な
わ
ち
太
陽
の
崇
拝
が
大
和

朝
廷
に
固
有
の
信
仰
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
欽

明
、
敏
達
朝
の
頃
、
国
家
統
一
が
強
力
に
お
し
進
め
ら
れ
る
過
程
で
、

そ
の
固
有
の
信
仰
で
あ
る
ヒ
を
国
家
的
規
模
の
信
仰
と
し
て
強
化
し
よ

う
と
し
た
。
そ
の
名
残
り
が
こ
の
頃
の
天
皇
の
認
号
に
含
ま
れ
た
ヒ
で

あ
る
。
さ
ら
に
ヒ
は
、
南
解
、
脱
解
な
ど
古
代
朝
鮮
の
王
名
の
「
解
」

と
同
語
で
、
と
も
に
太
陽
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
か
ら
、
大
和
朝
廷
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

支
配
者
層
の
系
統
は
朝
鮮
に
求
め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
溝
口
説
は
構
想
の
雄
大
な
説
と
い
え
る
が
、
ヒ
は
す
べ
て
太
陽
を
意

味
す
る
と
い
わ
れ
る
点
は
服
し
が
た
い
。
ヒ
に
は
太
陽
を
意
味
す
る
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
や
物
の
精
霊
を
意
味
す
る
用
例
も
少
な

く
な
い
。
安
閑
、
用
明
、
静
明
、
孝
徳
、
斉
明
の
詮
号
の
ヒ
は
、
溝
口

氏
の
い
う
よ
う
に
太
陽
の
ヒ
に
間
違
い
な
い
が
、
開
化
の
ヒ
は
他
の
多

く
の
神
名
の
ヒ
と
同
じ
く
精
霊
を
意
味
す
る
語
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
ヒ

が
太
陽
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
の
な
ら
、
ヒ
の
用
字
は
日
に
統
一

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
毘
、
卑
、
比
、
氷
、
日
、
飯
と
ま
．

ち
ま
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
溝
口
氏
は
ヒ
が
皇
室
の
神
名
や
人
名
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
を
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
皇
室
の
神
名
・
人
名
と
い
．
う

も
の
は
、
始
め
か
ら
皇
室
の
系
譜
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な

い
。
も
と
も
と
皇
室
と
は
無
関
係
な
地
方
や
民
間
の
神
名
・
人
名
で
あ

っ
た
も
の
が
、
の
ち
に
皇
室
の
系
譜
に
と
り
込
ま
れ
た
も
の
が
か
な
り

含
ま
れ
て
い
よ
う
。
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〔表7〕　ヒ （甲類）を末尾に含む神名・人名

　〔神　　名〕

翻 古　　事　　記 日　本　書　紀

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1

高御産巣日神

神産巣日神，神産巣日御祖命

和久産巣日神

甕速日神

樋速日神

八十禍津日神

大禍津日神

神直毘神

大直毘神

天之菩卑能命，天菩比命

熊野久須毘命

神活須毘神

白日神

庭津日神

庭高津日神

夏高津日神

天忍日命

高皇産霊尊

神皇産霊尊

稚産霊

火産霊

甕速日神

模速日命

八十柾津日神

大綾津日神

神直日神

大直日神

速秋津日

勝速日命

天穂日命

熊野櫨樟日命

天忍日命

興台産霊

〔記紀にみえない神名〕

番号 神 名 出　　典 備 考

2
3
4
5
6
7
8
9
0

2
2
2
2
2
2
2
2
3

天照高弥牟須比命

味日命

天久之行比乃命

牟須比命

安牟須比命

移受牟須比命

玉積産日神

生産日神

足産日神

記
録

土風
氏
々

城山
姓

k
々

　
帳
々
名
々

　
神

々

久世郡水渡社の神

久米直の祖

桑名首の祖

門部連の神

　　々

浮穴直の祖

宮中神祇官西院

　　々

層々
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「欠史八代」にっいて

副 神 名 出　典 備 考

1
2
3
4
P
D
6

3
り
Q
O
O
Q
り
Q
り
3

．意富些神社

大与比神社

久流比神社

鷹日神社・

勝日神社

神産魂命子午日命神社

々
々
々
々
々
々

下総国葛飾郡1

但馬国養父郡

　々　城崎郡

出雲国意宇郡

　k　　　　々

　々　神門郡

〔人　　名〕

番号i
．古　事　言己 1分司 日．本　書　紀 【分布

1
2
Q
U
」
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2

稲氷命

通芸速日命

飯日比売

意富那毘

若倭根子日子大毘毘命〔開
化〕

伊佐比宿禰

波多毘能大郎子

波多毘能若郎女，長日比売

久須毘郎女

広国押建金日命〔安閉〕

橘豊日命〔用明〕

神　武

　々

酪　徳

孝　元

開　化

仲　哀

仁　徳

　k
仁　賢

安　閑

用　明

稲飯命

櫛玉饒速日命

飯日媛

稚日本根子日子大日日尊

活日

武日

幡峻皇女

樟氷皇女

白坂活日姫

広国押武金日尊

膳臣巳提便

名瀬氷

大島首磐日

橘豊日尊

息長足日広額尊〔野明〕

来目物部伊区比

天万豊日尊〔孝徳〕

天豊財重日足姫尊〔斉明〕

弟国部弟日

武
　
徳

　
々
神
　
熱

化
　
神
仁

開
　
崇
垂

徳
賢
体
閑
明
　
達
明
明
　
徳
明
統

　
　
　
　
　
々
　
　
　
　

々

仁
仁
継
安
欽
　
敏
用
舖
　
孝
斉
持

29



〔記紀にみえない人名〕

23障野灰 景　行1陸奥風土記　【逸文，土蜘蛛

々々

初代Z邪志国造

初代須恵国造

初代上海上国造

初代高国造

初代角鹿甲造

坂本朝臣の祖

　々
国造本紀

録

々
々
々
々
氏姓

々

務成

々
　
々
　
々
　
々

明不

保々吉灰

兄多毛比命

大布日意彌命

忍立化多比命

彌佐比命

建功狭日

建日臣

24

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9

R0

　
と
こ
ろ
で
、
開
化
の
オ
ホ
ヒ
ヒ
の
ヒ
は
太
陽
を
意
味
す
る
語
で
は
な

く
、
精
霊
を
意
味
す
る
ヒ
で
あ
り
、
オ
ホ
ヒ
ヒ
と
い
う
名
は
、
ヒ
を
重

ね
て
精
霊
の
威
力
を
強
調
し
た
ヒ
ヒ
と
い
う
語
の
上
に
美
称
オ
ホ
を
冠

し
て
、
さ
ら
に
ヒ
ヒ
の
意
味
を
強
め
た
名
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
オ
ホ
ヒ
ヒ
は
開
化
の
実
名
で
も
な
く
、
安
閑
な
ど
後
世
の
天
皇

の
詮
号
の
ヒ
が
投
影
さ
れ
た
名
で
も
な
い
。
人
格
神
化
さ
れ
る
以
前
の

古
い
神
名
で
あ
る
。
こ
の
神
名
オ
ホ
ヒ
ヒ
の
上
に
ピ
コ
が
付
さ
れ
て
男

神
化
さ
れ
、
同
時
に
ワ
カ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
が
冠
さ
れ
て
天
皇
の
謹
号
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
論
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
神
武
の
ホ
ホ
デ
ミ
、
繧
靖
の
ヌ

ナ
カ
バ
ミ
ミ
、
安
寧
の
タ
マ
テ
ミ
、
賂
徳
の
ス
キ
ト
モ
、
孝
昭
の
カ
ヱ

シ
ネ
、
孝
安
の
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
、
孝
安
の
フ
ト
ニ
、
孝
霊
の
フ
ト
ニ
、

孝
元
の
ク
ニ
ク
ル
、
開
化
の
オ
ホ
ヒ
ヒ
は
、
人
格
神
以
前
の
古
い
神
名

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
神
名
は
『
記
紀
』
編
纂
時
に
創
作
さ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
帝
紀
の
成
立
以
前
か
ら
大
和
や
そ
の
周
辺
に
存
在
し
、
伝

承
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
古
い
神
名
を
も
と
に
し
て
欠

史
八
代
の
論
号
は
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
二
つ
の
作
業
が

必
要
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
性
別
の
不
明
確
な
神
名
に
ピ
コ
と
い
う
語
を

加
え
て
男
性
化
す
る
こ
と
、
一
つ
は
タ
ラ
シ
ピ
コ
や
ヤ
マ
ト
ネ
コ
を
冠

し
て
天
皇
の
詮
号
ら
し
く
荘
厳
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

の
詳
細
お
よ
び
后
妃
、
皇
居
等
の
問
題
は
、
次
号
に
述
べ
る
こ
と
と
し

た
い
。
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注（
1
）
　
庄
司
浩
「
帝
紀
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
　
（
『
歴
史
教
育
』
五
の

　
　
四
）

（
2
）
　
肥
後
和
男
「
大
和
闘
史
時
代
の
一
考
察
」
　
（
『
史
潮
』
一
四
）

（
3
）
　
長
野
正
「
帝
紀
構
成
上
の
傾
向
と
そ
の
問
題
」
　
（
『
史
潮
』
四
二
）

（
4
）
　
笠
井
倭
人
「
記
紀
系
譜
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
　
（
『
史
林
』
四
〇
の

　
　
三
）

（
5
）
　
小
川
徹
「
記
紀
開
化
以
前
八
代
系
譜
の
成
立
」
　
（
『
史
潮
』
八
八
）

（
6
）
　
直
木
孝
次
郎
「
県
主
と
古
代
の
天
皇
」
（
『
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
』

　
　
所
収
）

（
7
）
　
小
林
敏
男
「
所
謂
『
欠
史
八
代
』
に
お
け
る
県
主
后
妃
記
載
」
　
（
『
日

　
　
本
歴
史
』
三
五
四
）

（
8
）
　
黛
弘
道
「
古
代
王
朝
交
代
論
」
　
（
『
日
本
歴
史
』
三
二
三
）

（
・
）
岡
田
精
司
「
記
紀
神
話
・
成
立
」
（
・
灘
・
本
歴
婁
＝
九
七
五

　
　
年
）

（
1
0
）
鈴
鹿
千
代
乃
「
『
欠
史
八
代
』
の
意
義
」
　
（
『
国
学
院
雑
誌
』
入
二
の
一

　
　
一
）

（
1
1
）
　
溝
口
睦
子
「
記
紀
神
話
解
釈
の
一
つ
の
こ
こ
ろ
み
（
中
の
一
）
」
　
（
『
文

　
　
学
』
四
一
の
一
二
）

（
1
2
）
　
溝
口
睦
子
「
記
紀
神
話
解
釈
の
【
つ
の
こ
こ
ろ
み
（
上
、
中
の
一
、
中

　
　
の
二
、
下
）
」
　
（
『
文
学
』
四
一
の
一
〇
・
＝
一
、
四
二
の
二
・
四
）

（
1
3
）
　
1
2
に
合
じ

（
1
4
）
　
三
品
彰
英
『
日
本
神
話
論
』
二
八
〇
頁

（
1
5
）
溝
口
睦
子
「
記
紀
神
話
解
釈
の
一
つ
の
こ
こ
ろ
み
（
上
）
」
　
（
『
文
学
』

　
　
四
一
の
一
〇
）

（
1
6
）
　
原
島
礼
二
『
神
武
天
皇
の
誕
生
』
一
三
五
頁

（
1
7
）
　
1
5
に
同
じ

（
1
8
）
　
1
1
に
同
じ

（
9
1
）
拙
稿
「
神
話
研
究
に
お
け
・
・
粟
燕
講
一
兀
記
・
の
史
料
価
値
」

　
　
（
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
二
三
）

（
2
0
）
新
井
喜
久
夫
「
古
代
の
尾
張
氏
に
つ
い
て
」
　
（
『
信
濃
』
二
一
の
一
・

　
　
二
）

（
2
1
）
　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
』
上
代
編
、
六
三
八
頁

（
2
2
）
　
川
副
武
胤
『
古
事
記
の
研
究
』
四
五
二
頁

（
2
3
）
　
武
田
祐
吉
「
国
引
の
詞
の
考
」
　
（
『
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
』
所
収
）

（
2
4
）
　
溝
口
睦
子
「
記
紀
神
話
解
釈
の
一
つ
の
こ
こ
ろ
み
」
（
『
文
学
』
四
二
の

　
　
二
）

（
2
5
）
　
2
4
に
同
じ

’
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